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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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51/
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主
な
内
容

◆福祉のひろば
特別障害者手当等を支
給、認知症サポーター養
成講座、民生委員・児童委
員の日　ほか…８・９面

◆健康ガイド
小金井市民の歯と口の健
康、乳がん検診、むし歯
予防教室、健康講演会
ほか …７・８面

◆催し
第４回小金井市民文化祭
参加者募集、清里山荘バ
スツアー、エコドライブ
教習会　ほか…１１・１２面

◆お知らせ
平成２８年度非常勤嘱託職員募集、下
水道施設の調査および清掃、台風シ
ーズンを前に水防訓練を実施、家庭
福祉員募集　ほか …３～７、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

固定資産税・都市計画税 … 第１期分
軽自動車税 ……………………全期分

「「小小金金井井ししああわわせせププラランン」」「小金井しあわせプラン「小金井しあわせプラン」」（第４次基本構想・後期基本計画）を策定問合先　企画政策課企画政策係（☎０４２―３８７―９８００）

第４次基本構想（10年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

実施計画（３年間）実施計画（３年間）

実施計画（３年間） 実施計画（３年間）
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　市では、平成２３年に第４次基本構想を策定し、１０年後の将来像を、「みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結
ぶ　小金井市」と定め、将来像を実現するための具体的な計画「前期基本計画（平成２３年度～２７年度）」を策定し、
さまざまな施策を推進してきました。このたび前期基本計画の計画期間が終了することから、引き続き、将来像実現
のため、後期基本計画（平成２８年度～３２年度）を策定しました。
　将来像の実現に向け、重点プロジェクトと４つの柱および計画の推進の各施策を進めていくとともに、将来像実現
を測る基本的な指標である「住みやすさの向上」・「住み続けたいと思う市民の割合の増加」をめざします。

【将来像と後期基本計画の概要】 　多様な市民参加を経て策定された「後期
基本計画」は、大変重要なものであると考
えております。
　今後、私の基本姿勢である「対話」を重
視し方向性を見据える中で、継承すべきこ
と、見直すべきこと、新たに取り組むべき
ことをしっかりと見極め、必要に応じ諸計
画の改定等を図りつつ、本計画とともに政
策を実現してまいりたいと考えておりま
す。
　ご支援、ご協力いただいた市民の皆様、
長期計画審議会委員および市議会議員各位
に心から感謝申し上げます。

小金井市長　西岡真一郎

みどりが萌える・
子どもが育つ・
きずなを結ぶ
小金井市

みどりと水を守り
育てることを目標とし、
みどりをはじめとする
自然の保全・創出を
推進します。

参加と協働を進め、
市民がつながり、
支え合う、

思いやりのあるまちの
連帯を深めます。

次世代の夢を育み、
全ての世代のしあわせが
増進する、まちの発展
をめざします。
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　市では、平成２８年（２０１６年）熊本地震の発生に伴い、甚
大な被害を受けた被災地を支援するため、４月１８日～２０日
に市役所職員有志（ボランティア）による街頭募金を行い、
２３２万６,１８４円の義援金をお寄せいただきました。多くの皆
様にご協力をいただき、誠にありがとうございました。お
寄せいただいた義援金は日本赤十字社を通じて被災地に送
金します。
　なお、市庁舎内に募金箱を設置しておりますので、引き
続き皆様の温かいご支援・ご協力をよろしくお願いします。

※　市が訪問や電話で直接義援金等を求めることはしてい
ません。

〈庁舎内募金箱の設置〉
期　間　６月末まで
設置場所　企画政策課（市役所本庁舎２階）、市役所第二
庁舎１階受付、図書館本館、公民館各館
問合先　企画政策課企画政策係（☎０４２−３８７−９８００）

害被災地の一日も早い復興をお祈りいたします。
平成28年（2016年）熊本地震義援金募金にご協力を

第二庁舎１階受付

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

　この計画は、これからの小金井市をどのようにつくっていくのか、
その方向性を描いたまちづくりの指針となるものです。どのようなま
ちをめざすのかを表した基本構想（まちの将来イメージ）と、そのイ
メージを実現するために何に取り組んで行くのかを表した基本計画
（具体的な計画）および実施計画で組み立てられています。

●「基本構想」とは、市民のしあわせの増
進を目的とした市の最上位計画。
●「基本計画」とは、基本構想の将来像を
実現するため、施策を具体化・体系化した
もの。
●「実施計画」とは、基本計画で明らかに
された施策を計画的に実施するため、財源
的裏づけと事業年度を明らかにしたもの。
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４つの柱と計画の推進

自主防災組織の数
現状（平成26年）27団体→目標（平成32年）30団体

桜まつりなどの来場者数
現状（平成26年）22万1千人→目標（平成32年）39万人

花壇ボランティアなどが活動する公園数
現状（平成26年）20公園→目標（平成32年）30公園

雨水浸透ますの設置率　
現状（平成26年）59.9％→目標（平成32年）66.0％

　みどりと水を守り育てつつ、駅周辺をはじ
めとするまちづくりを進め、快適で人にやさ
しいまちづくりを進めていきます。また、地
域から地球環境を保全する取り組み、可燃ご
みの安定的な処理体制の確立やさらなるごみ
減量、市街地・住環境お
よび道路の整備、施設と
道路のバリアフリー化な
どを推進します。

環境と都市基盤
　市民活動をいかして、コミュニティの再構
築を図るとともに、地域に根ざした産業づく
りを進め、ふれあいと活力のあるまちづくり
を進めていきます。また、防災・防犯・危機
管理などの安全な地域
づくり、商工農の連
携、安心な消費生活支
援などを推進します。

地域と経済
　将来像実現に向けて、４つの柱と重点プロ
ジェクトを推進するために、市民参加・市民
協働、行政経営、計画的行政の推進、財政・
財務の健全化を図ることが必要です。

計画の推進

社会貢献活動に関わろうとしている児童生徒の割合
現状（平成26年）小学校　53.9%→目標（平成32年）63.9%
現状（平成26年）中学校　39.3%→目標（平成32年）49.3%
図書館における住民１人あたり図書貸出冊数
現状（平成26年）8.1冊→目標（平成32年）8.6冊

　学校での教育活動および学習環境をさらに高め、
図書館・公民館などの生涯学習の場の充実を図り、
豊かな人間性と次世代の夢をはぐ
くむまちづくりを進めていきま
す。また、小金井　宮地楽器ホー
ルなどを活用した文化・芸術の振
興や歴史的文化遺産の保全と継
承、人権・平和・男女共同参画の
取り組み、スポーツ・レクリエー
ションなどを推進します。

文化と教育

待機児童数
現状（平成26年）257人→目標（平成32年）0人

高齢者いきいき活動講座参加率
現状（平成26年）81％→目標（平成32年）100％

　子育ち・子育て支援を進めるとともに、高
齢者が生きがいを持って安心して過ごせる、
誰もが健やかに安心して暮らせる思いやりの
あるまちづくりを進めていきます。また、ノ
ーマライゼーション、障がいのある人や低所
得者・ひとり親家庭
への福祉、保健活動
や医療体制の充実な
どを推進します。

福祉と健康

市民意向調査を踏まえた計画の割合
現状（平成26年）85.7％→目標（平成32年）100％

経常収支比率
現状（平成26年）94.5％→目標（平成32年）80％台後半

閲覧場所　企画政策課（市役所本庁舎２階）、情
報公開コーナー（市役所第二庁舎６階）、図書館
本館・各分室でご覧いただけるほか、市ホームペ
ージで公開しています。
価格　２,８００円
頒布場所　企画政策課、情報公開コーナー

計画書・概要版をご覧ください

　「みどりが萌える・子どもが育つ・きずなを結ぶ　小金井市」の実現に向け、分野ごとに目標を立て、今後５年間
で具体的な取り組みを進めていきます。

重点プロジェクト
みどりと環境
プロジェクト
◎市内のどこでも身近にみどりを感じられ
る、みどりあふれるまち
◎循環型社会の形成に向けた３Ｒの推進に取
り組む、ごみゼロタウン小金井をめざすまち
◎地球温暖化対策などが推進され、公害の少
ない環境にやさしいまち

・花壇ボランティア、環境美化サポーター制度などの充実
・小長久保公園などの整備
・農地の保全
・ごみ処理体制の確立
・再生可能エネルギー導入の推進　など

主な取り組み等の紹介

まちのにぎわい創出
プロジェクト
◎駅周辺のまちづくりと都市計画道路などの
整備が進んだ利便性の高いまち

◎市内の商店街などがにぎわう、活力のある
まち

◎市内外から多くの人が訪れ、楽しめるまち

・武蔵小金井駅周辺整備
・東小金井駅北口土地区画整理事業
・中間支援組織の仕組みづくり
・商工会や商店会などの自主的活動に対する支援
・地域資源をいかした観光の推進
・農業者と市民が交流できる機会の拡大　など

主な取り組み等の紹介

子育て・子育ち応援
プロジェクト
◎安心して子どもを産み育てることができ
る、子育てが楽しくなるまち

◎次世代を担う子どもたちが夢を持ってのび
のびと育つ、子どもの笑顔があふれるまち

◎児童生徒一人ひとりが夢を持っていきいきと
学習できる、地域に開かれた学校のあるまち

・待機児童解消など子育て家庭の支援
・子育て相談機能の充実
・放課後子ども教室などの充実
・児童生徒に寄り添った心のケア
・教育内容・教育方法の充実　など

主な取り組み等の紹介

生涯いきいき安心
プロジェクト
◎高齢者が地域で活躍し、生きがいをもって
いきいきと暮らしているまち
◎充実した高齢者への生活支援により、関わ
りの必要な高齢者も安心して暮らせるまち
◎気軽にスポーツに親しめ、充実した医療体制
のもとで健やかに暮らせる健康長寿のまち

・高齢者いきいき活動の推進
・介護予防・日常生活支援総合事業の推進
・スポーツ教室・スポーツ大会の充実
・各種健診の充実
・休日・休日準夜診療体制の継続　など

主な取り組み等の紹介

共生社会推進
プロジェクト
◎心豊かに、誰もがいきいきと暮らせるノー
マライゼーションのまち

◎人権を尊重し、ワーク・ライフ・バランス
を大切にする、男女共同参画のまち

◎誰もが不安なく暮らすことができる、安
全・安心なまち

・ノーマライゼーションの推進
・地域福祉の推進
・平和推進事業・人権啓発事業の充実
・（仮称）男女平等推進センター整備の検討
・こがねいし安全・安心あいさつ運動の充実　など

主な取り組み等の紹介

きずなを結ぶまちづくり
プロジェクト
◎誰もが地域での生活を楽しみ、ふれあいと
つながりがうまれる、きずなを結ぶまち

◎さまざまな分野で、幅広い世代が参加して
まちづくりを進める、参加と協働のまち

◎市民ニーズを起点として、幅広い市民の参
加と協働によって進められる行政

・（仮称）市民協働支援センターの整備
・地域情報ネットワークの推進
・市民意向調査の充実
・審議会などの公募市民の拡充
・市職員への市民協働研修の充実　など

主な取り組み等の紹介

　基本構想の重点施策を踏まえて、重点的かつ横断的に取り組むべき６つのテーマを設定し、施策の４つの柱と計画
の推進の中から、各プロジェクトに対して、特に重要な取り組みを選び、重点プロジェクトとして位置づけました。
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土金木水火月日
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○
○

 ◆◆各種審議会等の開催日程◆◆ ※　保育あり（２歳以上）
問合先内　容ところと　き名　称

生涯学習課文化財係
（☎０４２−３８７−９８７９）

平成２７年度文化財保護事業の報
告等について

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

５月１１日（水）
１０：００〜文化財保護審議会

子育て支援課子育て支援係
（☎０４２−３８７−９８３６）利用者負担の在り方等について市役所第二庁舎８階

８０１会議室
５月１７日（火）
１９：００〜子ども・子育て会議（※）

子ども家庭支援センター
（☎０４２−３２１−３１６１）

子ども家庭支援センターの運営
について

保健センター１階大
会議室

５月１９日（木）
１０：００〜

子ども家庭支援センター
運営協議会（※）

生涯学習課生涯学習係
（☎０４２−３８７−９８７９）

社会教育関係団体への補助金に
ついて　ほか

市役所第二庁舎８階
８０１会議室

５月２０日（金）
９：３０〜社会教育委員の会議
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酬　

１
万
円
（
１
回
）

応
募
方
法　

５
月　

日
（
消
印
有

１６

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
小
論
文
（　

字
以

８００

内
・
課
題
＝
「
私
が
考
え
る
ご
み

の
減
量
で
大
切
な
こ
と
」
）
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
ご
み
対
策
課

へ
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
減
量
推
進

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不

１８４

要
・
市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
５ 
　

儿　

儿
６

３８７

０４２

３８３

５
７
７
）

 
職　

種　

保
育
士

勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
７

時
の
間
で
１
日
７
時
間　

分
４５

※　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
土

曜
日
の
勤
務
あ
り
。

資
格
等
要
件　

保
育
士
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

FAX

平
成　

年
度

２８

任
期
付
職
員
募
集

採
用
予
定
人
数　

１
人

面
接
試
験
日　

５
月　

日
（
火
）

２４

採
用
予
定
日　

６
月
１
日
（
水
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
応
募
受

付　

５
月
２
日
（
月
）
～　

日
１８

（
水
）
ま
で
の
午
前
８
時　

分
～

３０

正
午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土

曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
に
職

員
課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）で
。

郵
送
に
よ
る
応
募
（　

日
必
着
）

１７

も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

要
項
は
、
配
布
期
間
中
に
限

り
、
市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
受

付
で
も
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
☎

１８４

　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
生
涯
学
習
施
策
を
推

進
し
、
学
び
を
通
じ
て
人
や
地

第
３
次
生
涯
学
習
推
進
計

画
を
策
定

域
、
団
体
等
が
つ
な
が
り
あ
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
同
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。　　

閲
覧
場
所
等　

生
涯
学
習
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
７
階
）
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
同
６
階
）
、
図
書

館
本
館
等
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

頒
布
場
所
等　

生
涯
学
習
課
で
、

　

円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
。　

８００問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

 　

市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
を
考

え
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
２
日
（
木
）
、
３

日
（
金
）
午
前　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル

定　

員　

各
回　

人
１５０

案
内
配
布　

５
月　

日
（
水
）
～

１８

市
職
員
採
用
説
明
会

６
月
３
日
（
金
）
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を

除
く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
）
お
よ
び
市
役
所
第
二
庁

舎
１
階
受
付
で
配
布
す
る
ほ
か
、

配
布
期
間
中
に
限
り
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

そ
の
他　

説
明
会
へ
の
参
加
の
有

無
が
採
用
選
考
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 
【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

市
・
都
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
】

　

金
融
機
関
な
ど
で
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め

に
、
夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。

　

ま
た
、
事
情
に
よ
り
一
度
に
納

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
木
）
、　

１２

１３

日
（
金
）
、　

日
（
月
）
、
い
ず

１６

れ
も
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　

納
税
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
３
階
）

 
※　

東
側
職
員
通
用
口
（
右
図
）

か
ら
入
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

納
税
課
納
税
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
３
）

３８７

 
【
職
場
の
健
康
保
険
に

　

加
入
し
た
と
き
】

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

は
、　

日
以
内
に
喪
失
の
届
け
出

１４

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

本
人
ま
た
は
世
帯
主
の
方
は
、

職
場
の
健
康
保
険
証
と
国
民
健
康

保
険
証
の
両
方
を
持
っ
て
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
休
日
窓
口
で
も
手
続
き

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
で
も
届
け
出
が
で

き
ま
す
の
で
、
職
場
の
保
険
証
の

写
し
と
国
民
健
康
保
険
証
の
両
方

を
係
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
や
傷
害
事
件
に

　

あ
っ
た
と
き
】

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

第
三
者
（
加
害
者
）
の
行
為
に
よ

っ
て
け
が
を
し
た
と
き
に
、
国
民

健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
る
場
合

は
、
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
国
民
健
康
保
険
係
に
あ

夜間入口詳細図国
民
健
康
保
険

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

り
ま
す
）

　

国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け

る
と
、
市
が
医
療
機
関
へ
治
療
費

の
７
割
（
高
齢
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
７
割
～
９
割
）
を
一

時
的
に
立
て
替
え
、
届
け
出
を
も

と
に
被
害
者
の
方
に
代
わ
っ
て
市

が
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
。

　

加
害
者
不
明
の
場
合
な
ど
で

も
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
加
害
者
か
ら
治
療
費

を
受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま

せ
た
り
す
る
と
、
そ
の
事
故
に
つ

い
て
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
示
談
の

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
等　

国
民
健
康
保
険

証
、
印
鑑
、
交
通
事
故
証
明
書
等

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

届
出
・
問
合
先　

保
険
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
（
〒　

儿
８
５
０

１８４

４
住
所
不
要
・
市
役
所
第
二
庁
舎

２
階
☎　

儿　

儿
９
８
３
３
）

０４２

３８７

 　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の

あ
る
方
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
と
生

計
を
同
じ
く
す
る
方
が
軽
自
動
車

等
を
所
有
し
、
そ
の
車
が
障
が
い

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

る
と
き
（
常
時
介
護
者
が
運
転
す

る
場
合
も
含
む
）
は
、
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
請
書
類
等
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
回
の
申
請
か
ら
納

税
義
務
者
の
方
の
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
昨
年
減
免
を
受
け
ら

れ
た
方
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

す
る
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方
が
所
有
ま
た
は
使
用
し
、
関

係
官
庁
の
証
明
を
受
け
た
と
き
、

ま
た
は
災
害
に
よ
り
多
大
な
損
害

を
被
っ
た
場
合
等
に
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
制
度
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

該
当
す
る
方
は
申
請
を

　

減
免
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
は
５
月　
１１

日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

申
請
期
限　

５
月　

日
（
火
）

３１

申
請
書
類
等　

納
税
通
知
書
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
、
運
転
免
許

証
、
印
鑑
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま

た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

申
請
・
問
合
先　

市
民
税
課
諸
税

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
０
）

３８７

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

業務名等　下表のとおり
年齢要件　６５歳定年制のため、昭和２６年
４月２日以降に生まれた方
※　国籍は問いません。
採用予定人数　いずれも若干名
面接試験日　５月２４日（火）
採用予定日　６月１日（水）
要項（申込書）配布・応募受付　５月２
日（月）〜１８日（水）の午前８時３０分〜
正午、午後１時〜５時（土曜・日曜・祝

日を除く）に職員課（市役所本庁舎１階）
で。郵送による応募（１７日必着）も受け
付けます。
※　要項は、配布期間中に限り、市役所
第二庁舎１階受付で配布するほか、市
ホームページからダウンロードできま
す。

問合先　職員課人事研修係（〒１８４−
８５０４住所不要☎０４２−３８７−９８０８）

平成28年度非常勤嘱託職員募集

資格等要件月額報酬勤務時間業務名
以下の要件を全て満たす方
渇　学芸員資格を有する方
渇　大学または大学院において美術理論系の専門課程を
修了もしくはそれと同等以上の専門知識を有する方
渇　日本美術および美術資料の管理に関する専門知識を
有する方
渇　展示企画・教育普及活動・調査等、美術館の学芸業
務全般に３年以上従事した経験（アルバイト等は除
く）がある方

２０２,７００円

週４日、週あたり３０
時間勤務（土曜・日
曜・祝日の勤務有
り。割り振りは所属
長が定める）

美術館学芸員

以下の要件を全て満たす方
渇　医療事務技能審査試験、保険請求事務技能検定試
験、診療報酬請求事務能力認定試験と同等の試験に合
格している方
渇　パソコン操作（ワード、エクセル）ができる方

１８５,９００円週５日、月曜〜金曜
日、９：００〜１６：００

国民健康保険
資格・給付・
画像レセプト
処理業務

−１５７,２００円

週４〜５日、週あた
り３０時間勤務（ロー
テーションにより土
曜日の勤務有り。割
り振りは所属長が定
める）

保育園給食調
理業務
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男
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化

し
た
表
現
、
対
等
で
な
い
表

現
、
外
見
な
ど
を
不
要
に
強
調

し
た
表
現
は
、
人
々
に
不
快
感

を
与
え
た
り
、
差
別
や
偏
見
の

助
長
、
固
定
的
な
考
え
方
の
押

し
つ
け
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
の
表
現
の
手
引
」

を
作
成
し
、
市
の
刊
行
物
で
適

切
な
言
葉
や
表
現
を
使
用
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
に
あ
ふ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
止
め
る

際
に
は
、
男
女
平
等
と
な
っ
て

い
る
情
報
か
を
主
体
的
に
読
み

解
き
、
適
切
に
選
択
し
、
使
い

こ
な
す
力
（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ

ラ
シ
ー
）
が
必
要
で
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
多
様
な
個
性
を
発
揮

し
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

 　

男
女
共
同
参
画
室
で
は
次
の

冊
子
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所　

企
画
政
策
課
男
女

共
同
参
画
室
、
図
書
館
本
館
・

各
分
室
、
公
民
館
各
館
ほ
か

【
第　

回
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト

２９
男
女
平
等
に
配
慮

男
女
平
等
に
配
慮
しし

た
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

た
表
現
と
メ
デ
ィ
ア 

・
リ
テ
ラ
シ

・
リ
テ
ラ
シ
ーー

ご
覧
く
だ
さ

ご
覧
く
だ
さ
いい

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
室室

発
行
冊

発
行
冊
子子

記
録
集
】

　

昨
年　

月
に
行
わ
れ
た
、
男

１１

女
共
同
参
画
推
進
イ
ベ
ン
ト

「
こ
が
ね
い
パ
レ
ッ
ト
」
の
内

容
（
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
し

な
や
か
な
コ
コ
ロ
の
作
り
方
ほ

か
）
を
記
録
集
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

【
情
報
誌
「
か
た
ら
い
」　

号
】

４３

　
「
か
た
ら
い
」
は
、
市
民
編
集

委
員
と
協
働
で
企
画
・
執
筆
・

編
集
し
て
い
る
冊
子
で
す
。
今

号
は
特
別
企
画
「
介
護
者
の
目

線
に
立
っ
た
支
援
を
め
ざ
し

て
」
な
ど
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
【
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
子
育
て

忙
し
い
パ
パ
の
た
め
の

子
育
て
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
】

　

多
摩
３
市
男
女
共
同
参
画
推

進
共
同
研
究
会
（
小
金
井
市
、

国
立
市
、
狛
江
市
）
で
は
、
多

摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活
動
助

成
金
を
活
用
し
、
平
成　

年
度

２７

は
子
育
て
を
テ
ー
マ
と
し
て
研

究
し
て
き
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
で
考
え
る
子
育
て

に
つ
い
て
の
啓
発
の
一
環
と
し

て
本
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
（
市
役
所
本
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
５
３
）

０４２

３８７

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

　台風・集中豪雨などの多発期に備え、小金井消防署、市消防
団などの関係機関や地域の方々と連携して、水防訓練を行いま
す。
　各家庭でも実践できる「簡易水防工法」「可搬ポンプによる
排水活動」等の体験ができます。参加する方は、動きやすく汚
れてもいい服装でお越しください。
　なお、平成２７年３月３０日に、野川が洪水予報指定河川に指定
されました。洪水予報が発表されたら、建物の２階や高い場所
へ避難するなど、身の安全を確保する行動をとってください。
と　き　５月８日（日）午前１０時～正午
ところ　都立武蔵野公園野川第二調節池（中町１丁目）
問合先　地域安全課防災消防係（☎０４２−３８７−９８０７）

台風シーズンを前台風シーズンを前にに
水防訓練を実水防訓練を実施施

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
東
京
都

２７

通
学
路
防
犯
設
備
整
備
補
助
金
を

活
用
し
、
小
学
校
の
通
学
路
に
お

け
る
児
童
の
安
全
確
保
の
強
化
を

目
的
に
、
市
立
小
学
校
の
通
学
路

に　

台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

３４
ま
し
た
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
あ
く
ま
で
学
校

や
地
域
の
方
が
行
う
見
守
り
活
動

を
補
完
す
る
も
の
で
す
。
今
後
も

学
校
や
地
域
の
方
と
の
連
携
を
さ

ら
に
充
実
し
、
地
域
に
密
着
し
た

方
法
で
温
か
い
見
守
り
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
置
場
所
等
、
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

学
務
課
学
務
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
４
）

３８７

 　

都
で
は
、
石
神
井
川
河
川
整
備

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
計

画
書
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所　

都
北
多
摩
南
部
建
設

事
務
所
（
府
中
市
緑
町
１
儿　

儿
２７

石
神
井
川
河
川
整
備
計
画

を
変
更

１
）
、
都
建
設
局
河
川
部
計
画
課

（
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中
央
）

２２

で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
都
建

設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.ken

setsu
.m
etro
.to
kyo
.

jp

）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

都
建
設
局
河
川
部
計
画

課
（
☎　

儿
５
３
２
０
儿
５
４
１

０３

４
）
、
市
都
市
計
画
課
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
５
９
）

３８７
 　

都
で
は
、
野
川
の
河
川
整
備
計

画
（
変
更
原
案
）
に
つ
い
て
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間　

５
月
２
日
（
月
）
～

　

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
（
②

２７

３０

③
は
９
時
）
～
正
午
、
午
後
１
時

～
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

閲
覧
・
意
見
受
付
場
所　

①
市
都

市
計
画
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
②
都
北
多
摩
南
部
建
設
事

務
所
（
府
中
市
緑
町
１
儿　

儿
２７

１
）
、
③
都
建
設
局
河
川
部
計
画

課
（
〒　

儿
８
０
０
１
住
所
不

１６３

要
・
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
中
央

２２

☎　

儿
５
３
２
０
儿
５
４
１
５ 

０３ 河
川
整
備
計
画
（
変
更
原

案
）
の
閲
覧
お
よ
び
意
見

募
集

FAX
　

儿
５
３
８
８
儿
１
５
３
３
死S

０３

0
0
0
0
3
8
4
@
sectio

n
.m
etro
.t

o
kyo
.jp

）
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
都
建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.ken

setsu
.m
e

tro
.to
kyo
.jp
/kasen

seib
ikei

kaku
/

）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

５
月　

日
２７

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
直
接

（
①
～
③
）
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
③
の
み
）
で

意
見
書
受
付
場
所
へ
。

問
合
先　

市
都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
５
９
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
除
草
剤
を
「
市
の
施

設
お
よ
び
公
共
の
場
所
で
は
使
用

し
な
い
」
と
い
う
自
主
規
制
の
方

針
を
決
定
し
、
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
販
の
除
草
剤
は
、
国
が
農
薬

取
締
法
に
基
づ
き
安
全
性
を
確
認

し
、
登
録
を
認
め
た
も
の
で
す

が
、
除
草
剤
を
過
度
に
ま
く
こ
と

に
よ
る
土
壌
・
地
下
水
の
汚
染

や
、
生
物
へ
の
影
響
な
ど
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

や
む
を
え
ず
除
草
剤
を
使
用
す

除
草
剤
の
過
度
な

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う

る
際
は
、
適
切
な
方
法
で
使
用

し
、
過
度
な
使
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
面
積
が　

平
方
㍍
以

５００

上
の
農
地
等
を　

年
以
上
継
続
し

３０

て
営
農
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
件
に
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
う

え
で
、
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
生
産
緑
地
法
の

行
為
制
限
が
解
除
さ
れ
た
農
地
で

も
、
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
再

指
定
で
き
ま
す
。

　

農
地
等
の
指
定
（
既
存
生
産
緑

地
地
区
へ
の
追
加
を
含
む
）
を
希

望
す
る
方
は
、
調
査
等
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
事
前
に
連

絡
の
う
え
、
環
境
政
策
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

相
談
期
間　

５
月
９
日
（
月
）
～

生
産
緑
地
指
定
申
請
の

事
前
相
談
の
受
け
付
け

　

日
（
水
）
午
前
８
時　

分
～
正

１８

３０

午
、
午
後
１
時
～
５
時
（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）

問
合
先　

環
境
政
策
課
緑
と
公
園

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
０
）

０４２

３８７

 　

５
月
２
日
午
後
５
時　

分
～
５

１５

日
は
、
電
子
申
請
の
受
け
付
け
が

で
き
ま
せ
ん
。
期
間
中
は
、
粗

大
・
枝
木
受
付
セ
ン
タ
ー
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
９ 
　

儿　

儿
０

３８７

０４２

３８７

４
４
４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

 　

市
内
の
一
部
地
域
の
下
水
道
管

の
調
査
と
雨
水
ま
す
の
清
掃
を
実

施
し
ま
す
。

　

作
業
員
は
、
市
が
発
行
す
る
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着

用
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

大
型
連
休
中
の
枝
木
・
雑

草
類
・
落
ち
葉
回
収
の
申

し
込
み

FAX

下
水
道
施
設
の
調
査
お
よ
び

清
掃
を
実
施

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　

５
月
～　

月
１０

問
合
先　

下
水
道
課
工
務
維
持
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
６
）

０４２

３８７

 　

こ
の
文
化
財
は
、
江
戸
時
代
に

村
内
で
亡
く
な
っ
た
巡
礼
者
を
供

養
す
る
た
め
、
村
の
人
々
に
よ
っ

て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

名　

称　

宝
永
五
年
六
十
六
部
廻

国
供
養
塔

と
こ
ろ　

中
町
４
儿　

（
は
け
の

１２

森
緑
地
２
内
＝
火
曜
・
水
曜
・
金

曜
日
閉
園
）

種　

別　

有
形
民
俗
文
化
財

問
合
先　

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
７
９
）

０４２

３８７

新
た
に
市
指
定
文
化
財
を

指
定

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　観光と地域の人材、活動をつな
ぎ合わせて行政と連携しながらま
ちおこしを強力に進めていくこと
をめざし、（一社）市観光まちお
こし協会が設立されました。同協
会の主な事業は次のとおりです。
【観光振興事業】　
　桜まつり、お月見のつどいなど
のイベントやまちなか観光案内事
業を通じて、シティプロモーショ
ンの強化を図ります。
【情報受発信事業】
　これまでの地域情報が分散して
いたところを、地域の情報受発信
組織を一本化することで、
受発信だけではない、情報
の有効活用の仕組みづくり
を行います。
　情報発信は、同協会ホー
ムページ（http://koganei-
kanko.jp/）を中心に行いま
す。
【中間支援事業】
　市内の情報、団体、活動
を仲立ちし、その取り組み

をコーディネートすることで、地
域に新たな取り組みや既存の取り
組みの拡大が図られるよう支援し
ます。
【情報交流・案内拠点】
　同協会事務所では、観光案内資
料だけでなく、商店街のイベント
ポスター、催事ちらし、市内団体
の活動紹介資料などを取りそろ
え、観光やまちおこしの拠点とし
ての機能を備えます。
問合先　同協会（本町６−５−３
シャトー小金井１階☎０４２−３１６−
３９８０）

市
立
小
学
校
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

建

建
建

建
建

（（一一社社））市市観観光光ままちちおおここしし協協会会がが設設立立（一社）市観光まちおこし協会が設（一社）市観光まちおこし協会が設立立



28・5・15
募
集
内
容

▽　

家
族
向
け
・
単
身
者
向
け

（
一
般
募
集
住
宅
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
け
）

▽　

定
期
使
用
住
宅
（
多
子
世
帯

向
け
）

▽　

若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け

申
込
書
配
布
期
間　

５
月
９
日

（
月
）
〜　

日
（
火
）

１７

申
込
書
配
布
場
所　

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５

階
）
、
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
、
夜
間
・
休
日
は
施
設
管

理
室
（
同
１
階
）
で
配
布
す
る
ほ

か
、
配
布
期
間
中
に
限
り
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
-k
o
u
sy
a
.

o
r.jp
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

そ
の
他　

募
集
内
容
、
申
込
資
格

等
詳
し
く
は
、
「
都
営
住
宅
募
集

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

２０

ま
で
に
、
郵
送
で
渋
谷
郵
便
局

へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
（
東
京
都

住
宅
供
給
公
社
）
募
集
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
儿　

儿　

＝
５
月

０１０

８１０

９
日
〜　

日
☎　

儿
３
４
９
８
儿

１７

０３

８
８
９
４
）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
住
宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

６
１
）

 　

第
一
小
学
校
の
開
放
会
議
室

は
、
教
室
と
し
て
使
用
す
る
た

め
、
引
き
続
き
今
年
度
も
開
放
を

中
止
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

庶
務
課
施
設
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
１
）

３８７ 第
一
小
学
校
の
開
放
会
議

室
の
開
放
を
中
止

ご紹介します　市作成の冊子等

このほかにも、有償で頒布している冊子があります。（下表）
頒布場所発行年月価　格刊行物の名称

企画政策課企画政策係（市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８００）
平成２７年３月１,８００円こがねいデータブック２０１４
平成２３年３月２,０００円第４次小金井市基本構想・前期基本計画

財政課財政係（市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８０２）平成２７年８月１,０００円平成２６年度主要な施策の成果に関する説明書・基金の運
用状況に関する調書

総務課庶務係（市役所本庁舎１階☎０４２−３８７−９８０５）
平成２７年７月２,５００円平成２６年度事務報告書
平成２６年３月８００円平成２５年版こがねいのとうけい

市立はけの森美術館（☎０４２−３８４−９８００）
平成１８年１２月６００円Art-Full展カタログ
平成２０年１月６００円Art-Full２展カタログ
平成１８年１０月６００円中村研一回顧展カタログ

環境政策課環境係（市役所第二庁舎４階☎０４２−３８７−９８１７）平成２７年３月１,０００円第２次小金井市環境基本計画
環境政策課緑と公園係（市役所第二庁舎４階☎０４２−３８７−９８６０）平成２３年３月２,２００円小金井市緑の基本計画
地域福祉課地域福祉係（市役所第二庁舎２階☎０４２−３８７−９９１５）平成２４年３月７００円小金井市保健福祉総合計画

都市計画課都市計画係（市役所第二庁舎５階☎０４２−３８７−９８５９）
平成２４年３月２,０００円小金井市都市計画マスタープラン
平成２８年３月３００円小金井都市計画図
平成２８年３月５００円小金井都市計画施設図

会計課会計係（市役所第二庁舎１階☎０４２−３８７−９８６７）平成２７年８月３,３００円平成２６年度小金井市一般会計・特別会計歳入歳出決算書
生涯学習課生涯学習係（市役所第二庁舎７階☎０４２−３８７−９８７９）平成２８年３月８００円第３次小金井市生涯学習推進計画

生涯学習関連の冊子
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頒布場所　生涯学習課文化財係（市役所第二庁舎７階☎０４２−３８７−９８７９）、文化財センター（☎０４２−３８３−１１９８）

　玉川上水堤の小金井桜に関する江
戸時代から戦前までの資料集です。
価　格　２,４００円
規　格　Ａ５判
発行年月　平成２１年３月

小金井市小金井市史史
資料編 小金井資料編　小金井桜桜

　明治維新から昭和１２年までの行政
や文化等に関する史料を集成しまし
た。
価　格　３,３００円
規　格　Ａ５判
発行年月　平成２６年３月

　市内の自然や歴史を写真で紹介
し、郷土に対する理解に役立つよう
編集しました。
価　格　７００円
規　格　Ｂ５判
発行年月　昭和６３年１０月

　市制施行５０周年記念事業として発
行した、郷土の歴史や文化財が中心
の「郷土かるた」です。
価　格　５００円
発行年月　平成２０年１０月

小金井市小金井市史史
資料編 近資料編　近代代

写真でみ写真でみるる
わたしたちのまち小金わたしたちのまち小金井井

こがねい郷土かるこがねい郷土かるたた

CD-ROMCD-ROM版版
写真でたどる昭和の小写真でたどる昭和の小金金井井

名勝小金井桜絵名勝小金井桜絵巻巻 小金井市の歴史散歩（改訂版小金井市の歴史散歩（改訂版））

　昭和時代の懐かし
い風景写真約１００点
をＣＤ栗ＲＯＭに収
めました。
価　格　５００円
発行年月　平成２１年
３月

　小金井桜の歴史をにし
き絵や絵はがき等で紹介
した冊子です。
価　格　７００円
規　格　Ａ４判
発行年月　平成２７年１月

　市の歴史や文化財につ
いて、地図や写真で紹介
したガイドブックです。
価　格　１００円
規　格　Ａ５判
発行年月　平成２６年１２月
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　多くの皆さんが利用できるよう、次のルールを厳守してくだ
さい。
▷　掲示期間は、２週間以内とします。掲示期限および連絡先
を必ず記載し、終了後は責任を持って取り外してください。
（掲示期限がない場合は取り外すことがあります）
▷　掲示物は、はがれたり、画びょうが道路に落ちたりするこ
とのないようにしっかり掲示してください。
▷　掲示物の大きさは、Ｂ４判以下とします。
▷　同じ内容のものを、２枚以上掲示することはできません。
▷　営利・政治・宗教活動には使用できません。
▷　個人または団体を 誹  謗 中傷する内容が記載されているもの

ひ ぼう

を掲示することはできません。
▷　近くに、広報掲示板（市からのお知らせ）を設置している
ところもあります。必ず、市民掲示板と書かれているものを
ご利用ください。
▷　同一内容の繰り返しの掲示はご遠慮ください。

注　意　事　項

みんなでルールを守ってご利用ください
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲掲 示示示示示示示示示示示示示示示示示示示示市民掲示 板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板市民掲示市民掲示板板
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　市民掲示板は、お知らせ、連絡事項、捜し物
など、市民の皆さんの交流と、日常生活に役立
つ情報の提供などに利用していただくため、設
置しています。
　設置数は、平成２８年４月１日現在１００基で、市
民の皆さん、町会、自治会などに地域コミュニ
ケーションの場としてご利用いただいていま
す。
　市民の皆さんに、より活用していただくた
め、市民掲示板の設置場所をお知らせします。

右記の注意事項を確認のうえ、ご利用くださ
い。
　また、市ホームページの「 Ｃｏ  Ｃｏ マップこ

コ コ

がねい」でも設置場所をご確認いただけますの
で、ぜひ、ご利用ください。
　なお、掲示板の設置場所では、地域の皆さん
に多大なご協力をいただいていることを、厚く
御礼申し上げます。
設置場所　下表、下図のとおり
問合先　広報秘書課広聴係（☎０４２－３８７－９８１８）

市民掲示板一覧表
目　標設置位置番号

上の原公園内本町５－６１
西武多摩川線新小金井駅東側東町４－４２
本町住宅交差点貫井北町２－１０４
市役所本庁舎南本町６－６５
浴恩館公園前緑町３－１５６
貫井南センター内貫井南町４－３７
武蔵小金井南第１自転車駐車場東本町６－９８
本町住宅バス停前貫井北町３－１９
児童遊園内緑町２－１１１
図書館本館内本町１－１１２
さわらび学童保育所前貫井南町３－６１３
わかたけ保育園前前原町３－１１１４
米穀店南梶野町２－１６１５
第２子供広場内東町２－１９１６
第三小学校南門東梶野町５－７１７
公民館本館北本町３－１１８
メグスリノキ公園西前原町４－１２１９
緑町五丁目バス停南東緑町５－９２０
第４子供広場内桜町１－８２１
児童遊園内関野町１－５２２
米穀店南桜町２－１２３
天神橋南前原町２－１０２４
前原交番西バス停東前原町５－８２５
都営アパート内緑町３－１１２６
法政大学工学部北梶野町３－７２７
都営アパート給水塔北東町２－８２９
前原町西之台会館南前原町３－８３０
前原町西之台会館前前原町３－８３１
桜町上水会館北桜町２－８３２
婦人会館内梶野町５－１０３３
上之原会館前本町５－６３４
児童遊園前貫井北町５－２１３６
中町２丁目第２児童遊園西中町２－１４３８
第二中学校北東角中町１－８３９

※　掲示板番号には一部欠番があります。

目　標設置位置番号
東小学校東門東東町３－７４０
東センター内東町１－３９４１
グリーンタウン北緑町３－１１４４
亀久保緑地内緑町２－５４５
東児童館内東町４－２５４６
東京自治会館前前原町５－１４８
都営アパート内貫井南町４－２１４９
クルミ公園内梶野町４－１９５０
信用金庫東本町２－４５３
第３児童遊園南東町５－２３５５
幼稚園正門西中町２－１５５６
ハナダイコン緑地南貫井南町２－９５７
市役所本庁舎北西本町６－６５８
三楽集会所内貫井南町３－６５９
総合体育館内関野町１－１３６０
ＪＲ車庫前バス停南貫井北町５－２０６１
貫井北センター東貫井北町１－１１６２
第一中学校南桜町２－３６３
駐車場北本町５－１５６５
あおぎり公園西東町５－１９６６
東京農工大学西中町３－１５６７
社会医学技術学院南中町２－２２６８
東町五丁目バス停北東町４－９６９
西武多摩川線踏切南東町２－２７７０
中之久保集会所内貫井北町１－１８７１
緑センター内緑町３－３７２
なつみかん公園東貫井南町５－１５７３
福祉会館内中町４－１５７４
東京学芸大学西南角貫井北町４－２７５
経済産業省官舎南貫井北町５－２２７６
貫井北町第２自転車保管所東貫井北町３－２３７７
新小金井橋北関野町２－５７８
長昌寺北西梶野町４－１０８０

目　標設置位置番号
くぬぎ公園西梶野町１－１０８１
南中学校北貫井南町１－２７８２
丸山台集会所北前原町４－１８８３
南小学校南前原町２－２８６
西武多摩川線新小金井駅西東町４－２４８７
東町一丁目バス停南東町１－２９８８
新小金井交番南東町１－３７８９
梶野橋南梶野町３－８９０
大嶽神社北緑町１－６９１
障害者福祉センター内緑町４－１７９２
やまもも公園北緑町５－３９３
東京農工大学南中町２－２４９４
小金井神社南中町４－７９５
ムサコ一番街西本町５－１０９６
本町小学校北東本町５－２９９７
新小金井橋南桜町１－１０９８
ネムノキ公園南貫井南町１－１６９９
貫井神社駐車場北貫井南町４－２７１００
中前橋南西前原町２－２０１０１
大城橋北西前原町３－１０１０２
保健センター内貫井北町５－１８１０３
市役所第二庁舎内前原町３－４１１０４
イチョウ公園内前原町４－５１０５
早稲田実業学校北西角貫井北町５－１０１０６
前原やなぎ公園西前原町１－１２１０７
プール前バス停北貫井北町２－１９１０８
遊歩道内本町５－１９１０９
遊歩道内前原町２－１４１１０
ぐみの木公園内前原町４－４１１１
アンズ緑地北前原町５－１３１１２
桜町こぶし公園南桜町３－５１１３
武蔵小金井駅南口本町６－１４１１４
遊歩道内本町４－１１１５
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表１　所得制限限度額
児童育成手当

（育成手当・障害手当）
平成２７年中の

税法上の扶養人数
３６８万４千円０人
４０６万４千円１人
４４４万４千円２人

以降１人増すごとに３８万円を加算
※　社会保険料控除分（一律８万円）を含む金額
です。

※　所得額＝収入から必要経費などを差し引いた
額（給与所得者の場合は給与所得控除後の金
額）です。

※　このほか各種控除（医療費控除、寡婦控除、
障害者控除等）を所得額から差し引くことがで
きる場合があります。

表２　支給対象等
申請に必要なもの手当の額（月額）対　象区分

保護者と児童の
戸籍謄本　ほか

▷印鑑　▷申請者名
義の金融機関の口座
番号　▷平成２８年１
月２日以降に転入し
た方は、１月１日に
住んでいた市区町村
発行の平成２８年度課
税（所得）証明書

児童１人につき
１３,５００円

平成１０年４月２日以降に生まれた児童を養育し
ているひとり親家庭などの方（父または母が重
度の障がいを有する家庭を含む）

育
成
手
当

児
童
育
成
手
当
（
※
）

愛の手帳、身体
障害者手帳また
は指定の医師の
診断書　ほか

児童１人につき
２５,０００円

２０歳未満の心身に障がい（愛の手帳１～３度程
度、身体障害者手帳１・２級程度、脳性まひま
たは進行性筋萎（い）縮症など）がある児童を
養育している方

障
害
手
当

※　児童福祉施設などに入所している児童を除きます。
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ご
み
の
減
量
の

た
め
、
家
庭
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
不
用
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

 
対
象
品　

家
具
、
電
気
製
品
、
一

般
機
器
、
幼
児
用
品
な
ど
で
破
損

し
て
い
な
い
も
の

利
用
方
法　

直
接
、
経
済
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
４
階
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
を

不
用
品
交
換
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し

て
紹
介
し
ま
す
（
掲
示
は
４
か
月

間
）
。
当
事
者
間
で
直
接
交
渉

し
、
必
ず
交
渉
結
果
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※　

市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
市
職
員
の
「
ノ
ー
上
着
・
ノ

ー
ネ
ク
タ
イ
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。 市

職
員
の
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
運
動
を
実
施

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

２１

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

婦
人
会
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

対　

象

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

５
月
７
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１

０４２

３２０

７
０
１
＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
へ
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
事
務
室
等
の

室
内
温
度
は　

度
を
目
安
に
設
定

２８

し
、
勤
務
中
の
服
装
は
暑
さ
を
し

の
ぎ
や
す
い
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ

ク
タ
イ
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間　

５
月
１
日
（
日
）
～

　

月　

日
（
月
）

１０

３１

実
施
場
所　

市
庁
舎
お
よ
び
市
の

施
設

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

を
対
象
に
、
次
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
制
限
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
相
談
が
必

要
で
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
】

　

就
業
に
必
要
な
教
育
訓
練
講
座

を
受
講
す
る
場
合
、
受
講
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
家
庭
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
】

　

就
職
に
有
利
な
資
格
（
国
家
資

格
）
を
取
得
す
る
た
め
、
修
業
期

間
が
一
定
期
間
以
上
の
養
成
機
関

で
修
学
す
る
場
合
、
一
定
期
間
の

経
済
的
支
援
を
し
ま
す
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
係（
☎　

儿　

儿
９
８
３
６
）

０４２

３８７

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
訓

練
を
支
援

不
用
品
交
換

常
設
コ
ー
ナ
ー

家庭福祉員を
募集

　３歳未満の乳幼児を自宅で保育する家
庭福祉員を募集しています。条件等詳し
くは、お問い合わせください。（開設時
期は応相談）
資格等要件　市内在住で２５〜６２歳の保育
士、教員、助産師、保健師、看護師のい
ずれかの資格を有し、保育の経験がある
方
要項配布・応募受付　午前８時３０分〜午
後５時（土曜・日曜・祝日を除く）に、
直接、保育課（市役所第二庁舎３階）で。
問合先　保育課保育係（☎０４２−３８７−
９８４６）

　

小
金
井
歯
科
医
師
会
で
は
、
６

月
の
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」に
、

「
小
金
井
市
民
の
歯
と
口
の
健

康
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
５
日
（
日
）
午
前

　

時
～
正
午
、
午
後
１
時　

分
～

１０

３０

３
時　

分
（
フ
ッ
素
塗
布
、
ブ
ラ

３０

ッ
シ
ン
グ
指
導
の
受
け
付
け
は
３

時
ま
で
）

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

※　

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

内　

容　

市
内
小
・
中
学
生
が
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
口 
腔 くう

健
康
診
断
（
受
診
者
に
は
歯
ブ
ラ

シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
）
、
歯
科
相

談
、
む
し
歯
予
防
処
置
（
フ
ッ
素

塗
布
＝
幼
児
～
小
学
生
）
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
、
口
臭
測
定
、
食

育
紹
介
ほ
か

【
親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
】

　

当
日
の
口
腔
健
康
診
断
で
む
し

歯
が
な
い
親
子
の
方
に
、
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
口
腔
が
ん
検
診
（
要
予
約
）
】

　

口
の
中
に
も
が
ん
は
で
き
ま

す
。
年
間
７
千
人
以
上
の
方
が 
罹 り

患
し
て
い
ま
す
。
一
度
受
診
し
た

方
も
、
こ
の
機
会
に
年
に
１
回
は

受
け
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５０

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
〈
①
桜
町
病
院
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
９
月　

日
３０

乳
が
ん
検
診

の
火
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後

と
こ
ろ　

桜
町
病
院

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

〈
②
小
金
井
つ
る
か
め 

ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
９
月　

日
３０

（
日
曜
日
を
除
く
。
月
曜
・
水
曜

日
は
午
前
の
み
実
施
）

と
こ
ろ　

小
金
井
つ
る
か
め
ク
リ

ニ
ッ
ク

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１００

〈
③
東
小
金
井
さ
く
ら 

ク
リ
ニ
ッ
ク
〉

と　

き　

７
月
１
日
～
９
月　

日
３０

の
水
曜
・
金
曜
日
の
午
前

と
こ
ろ　

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

５０

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

診
・
触
診
の
併
用
検
査
で
す
。

対　

象　

平
成　

年
３
月　

日
現

２９

３１

在　

歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成　

４０

２７

年
４
月
以
降
に
受
診
し
て
い
な
い

方
　

な
お
、
次
の
方
は
受
診
で
き
ま

せ
ん
。

　

▽
現
在
授
乳
中
、
妊
娠
中
、
断

乳
後
６
か
月
以
内
の
方　

▽
乳
房

疾
患
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
ま

た
は
手
術
後
の
方　

▽
ま
っ
す
ぐ

に
立
つ
こ
と
が
難
し
い
方　

▽
心

臓
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し

て
い
る
方　

▽
豊
胸
手
術
を
し
た

方費　

用　

２
千
円
（
受
診
時
に
納

入
）

※　

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
減

免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

▽
受
診
時
に
、
健
康
保

険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▽

申
込
結
果
は
、
6
月
上
旬
に
発
送

し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月　

日
（
必
着
）

１３

ま
で
に
、
郵
送
（
１
人
１
通
）
で

「
乳
が
ん
検
診
希
望
」・
希
望
医

療
機
関
名
（
①
～
③
の
い
ず
れ

か
）・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
健
康
課
へ
。

問
合
先　

健
康
課
（
〒　

儿
０
０

１８４

１
５
貫
井
北
町
５
儿　

儿　

）

１８

１８

 
と　

き　

６
月
２
日
～　

日
の
毎

２３

週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け

付
け
は
９
時　

分
ま
で
）

１５

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講

話
な
ど

※　

む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
終
了
は　

時　

分
ご
ろ
）

１１

３０

対　

象　

平
成　

年　

月
生
ま
れ

２５

１１

（
２
歳
６
か
月
）
～　

年
５
月
生

２７

ま
れ
（
１
歳
）
の
幼
児

※　

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ

て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

１２

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

む
し
歯
予
防
教
室

小
金
井
市
民

小
金
井
市
民
のの

歯
と
口
の
健

歯
と
口
の
健
康康

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

・
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

・
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

（
緊
急
時
）

　

☎ 
１  
８  
９ 

い
ち 
は
や 
く

※　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※　

☎
１
８
９
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
は
、
☎
０
５
７
０
儿　

儿
０６４

　

へ
。

０００

児童育成手当 新規申請は５月中に

　児童育成手当は、６月支給分から審査対象所得の年度が
変わり、平成２７年中の所得で審査します。
　平成２６年中の所得が所得制限限度額を超えていた方も、
６月分以降は受給できる場合があります。市内在住で、平
成２７年中の所得が表１の所得制限限度額未満の保護者の方
は、申請してください。
　支給対象などは表２のとおりです。
　手当は、原則、申請受付日の翌月分から支給します。６
月分から受給するためには、５月３１日までに申請手続が必
要です。申請方法等、詳しくはお問い合わせください。
　なお、現在支給されている方は、申請する必要はありま
せん。
問合先　子育て支援課手当助成係（☎０４２−３８７−９８３９）



28・5・1 8
と　

き　

６
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時　

分
～
３
時

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
２

階
Ｂ
会
議
室

講　

師　

中
村
暢
和
さ
ん
（
市
医

師
会
会
員
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

６
月
９
日
（
木
）
午
後

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

離
乳
食
教
室

３
回
食
へ
の
進
め
方

内　

容　

管
理
栄
養
士
・
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
講
義
、
試
食
な
ど

対　

象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

 
と　

き　

６
月　

日
（
月
）
午
後

１３

１
時
か
ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１

１５

時　

分
か
ら（
終
了
は
３
時
ご
ろ
）

３０
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

お
お
む
ね　

～　

週
の

１６

２７

妊
婦
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

妊
婦
歯
科
健
診

 　

４
月
分
か
ら
の
手
当
月
額
が
、

特
別
障
害
者
手
当
は
２
万
６
千　
８３０

円
（
３
月
分
ま
で
は
２
万
６
千　
６２０

円
）
、
障
害
児
福
祉
手
当
お
よ
び

経
過
的
福
祉
手
当
は
１
万
４
千　
６００

円
（
３
月
分
ま
で
は
１
万
４
千　
４８０

円
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
支
給
す
る
第
１
期
分
は
、

２
～
４
月
分
で
す
。

振
込
日　

５
月　

日
（
火
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
金
融
機
関

に
よ
っ
て
は
、
２
・
３
日
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

▽
振
込
日
以
降
、
７
日
を
過
ぎ

て
も
振
り
込
み
が
な
い
場
合　

▽

口
座
や
住
所
、
ま
た
は
氏
名
を
変

更
し
た
場
合　

▽
施
設
に
入
所
し

た
場
合　

▽
病
院
等
に
３
か
月
を

超
え
て
入
院
し
た
場
合

問
合
先　

自
立
生
活
支
援
課
障
害

福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

２
）

 
と　

き　

６
月
４
日
～
７
月
９
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

で
、
身
体
障
が
い
の
あ
る
方

定　

員　

６
人
（
多
数
抽
選
。
初

め
て
の
方
を
優
先
）

申　

込　

５
月　

日
ま
で
の
午
前

２１

９
時
～
午
後
７
時
（
土
曜
日
は
午

後
５
時
ま
で
。
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
に
、
直
接
、
障
害
者
地
域
自

特
別
障
害
者
手
当
等
を

支
給

障
害
者
地
域
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

の
方
と
小
学
生
以
下
の
方

そ
の
他　

ご
利
用
の
際
は
、
当

日
、
浴
場
に
口
頭
で
必
ず
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
３
）

０４２

３８７

  　

認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
「
脳
の
病
気
」
で
す
。
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

認
知
症
の
方
や
家
族
を
応
援
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ

く
る
応
援
団
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問合・申込先定　員ところと　き
小金井みなみ地域包括支援セ
ンター（☎０４２－３８８－８４００）

８人程度
（申込順）

小金井みなみ地域包括支援
センター

５／１８（水）

小金井きた地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８８－２４４０）

１０人程度
（申込順）

桜町高齢者在宅サービスセ
ンター（桜町１－９－５）

　／２０（金）

小金井にし地域包括支援セン
ター（☎０４２－３８６－７３７３）

１５人程度
（申込順）

公民館貫井北分館学習室Ｄ　／２４（火）

小金井ひがし地域包括支援セ
ンター（☎０４２－３８６－６５１４）

１５人程度
（申込順）

特別養護老人ホーム　つき
みの園（中町２－１５－２５）

　／２５（水）

※　時間はいずれも午後２時〜３時３０分

対　

象　

初
め
て
本
講
座
を
受
講

す
る
方
（
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
の
み
再
受
講
可
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

初
め
て
の
参
加
者
に
は

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差

し
上
げ
ま
す
。

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。　

 　
　

歳
以
上
の
要
支
援
・
要
介
護

６５
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
に
、
健

康
づ
く
り
や
も
の
忘
れ
予
防
に
役

立
つ
情
報
の
ご
案
内
や
相
談
を
行

い
ま
す
。
（
１
人　

分
程
度
）

３０

と
き
・
と
こ
ろ
等　

左
表
の
と
お

り
 

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。

 
と　

き　

６
月
３
日
（
金
）
、
７

日
（
火
）
、
９
日
（
木
）
午
前
８

時　

分
～
午
後
５
時

３０
対　

象　
　

中
央
線
南
側
在
住
の

ＪＲ

　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

７０※　

同
一
ま
た
は
隣
接
し
た
敷

介
護
予
防
相
談
会

ところ・申込先と　き対象地域

小金井にし地域包括支
援センター
（☎０４２－３８６－７３７３）

５／１９（木）
１０：００〜
１２：００

本町４・５丁
目、桜町２丁
目、貫井北町

小金井ひがし地域包括
支援センター
（☎０４２－３８６－６５１４）

　／１９（木）
１３：３０〜
１５：００

東町、中町、
本町１丁目

第　

回
ひ
と
り
ぐ
ら
し

８９
高
齢
者
交
流
会

儿
み
ど
り
号
で
行
く

山
梨
県
富
士
五
湖

忍
野
八
海
・
花
の
都
公
園

地
・
建
物
内
に
配
偶
者
ま
た
は

２
親
等
以
内
の
血
族
が
居
住
し

て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

３６

参
加
費　

２
千
円

そ
の
他　

以
前
参
加
し
た
方
に
は

案
内
を
郵
送
し
ま
し
た
。

申　

込　

５
月
２
日
～　

日
に
、

１９

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８６

０
２
９
４
）
へ
。

 
と　

き　

６
月　

日
（
木
）
午
前

１６

　

時
～
午
後
３
時

１０と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

内　

容　

握
力
、
上
体
起
こ
し
な

ど
６
種
目

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

　

歳
以
上
の
方

６０定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１９

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
悠
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
〒　
１８４

儿
０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

☎

１５

１４

　

儿　

儿
１
１
８
８
）
へ
。

０４２

３８３

 
【
５
月
は
赤
十
字
の

　

活
動
資
金
募
集
運
動
月
間
】

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動

資
金
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
災

害
等
で
苦
し
ん
で
い
る
方
々
の
救

援
活
動
、
愛
の
献
血
、
福
祉
施

設
・
病
院
の
経
営
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
赤
十
字
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、　
３７３

万
４
千　

円
の
ご
協
力
を
い
た
だ

７００

き
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
に
皆
さ
ん
の
善
意

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
ご
自

宅
に
、赤
十
字
協
賛
委
員（
町
会
・

自
治
会
役
員
の
方
）
が
お
願
い
に

伺
い
ま
す
。
赤
十
字
事
業
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
赤
十
字
奉
仕
団
員
募
集
】

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
日
本
赤
十

字
社
に
お
け
る
奉
仕
者
組
織
の
一

高
齢
者
の
体
力
測
定

日
本
赤
十
字
社

赤
十
字
事
業
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を

立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３８１

８
８
１
１
）
へ
。

 　

障
が
い
の
あ
る
方
々
と
地
域
の

方
々
が
交
流
し
な
が
ら
理
解
を
深

め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

今
年
も
、
「
笑
う
」
と
い
う
動

作
を
体
操
に
し
た
イ
ン
ド
発
祥
の

健
康
法
で
あ
る
笑
い
ヨ
ガ
を
行
い

ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

１８

　

時
～
午
後
２
時

１０と
こ
ろ　

総
合
体
育
館
小
体
育
室

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

参
加
費　
　

円
（
保
険
代
）

１００

申　

込　

５
月
２
日
～　

日
に

２０

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
ま
た
は
直
接
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９
８
６

０４２

３８７

６ 
　

儿　

儿
７
７
６
５
死e.w

０４２

３８０

.co
co
lo
@
b
z0
3
.p
lala.o

r.jp

）

へ
。

 　

お
ふ
ろ
屋
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
や
児
童

と
の
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

「
菖
蒲
湯
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

大
き
な
お
ふ
ろ
で
の
ん
び
り

と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

と　

き　

５
月
５
日
（
祝
）
午
後

４
時
～　

時
１１

と
こ
ろ　

ぬ
く
い
湯
（
貫
井
北
町

３
儿
４
儿
４
）

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

第
５
回
地
域
交
流
企
画

笑
い
ヨ
ガ
と
交
流
お
茶
会

FAXお
と
し
よ
り
無
料
入
浴
デ
ー

 
菖
蒲  
湯 

し
ょ
う
ぶ 
ゆ

員
と
し
て
、
地
域
社
会
に
即
し
た

諸
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　

団
員
を
、
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
奉
仕
活
動
を
し
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

▽　

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
赤
十
字

Ｐ
Ｒ
活
動
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
の
実
施

▽　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の

各
種
奉
仕
活
動

▽　

献
血
推
進
活
動

▽　

防
災
訓
練
へ
の
参
加
（
炊
き

出
し
な
ど
）

問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
東
京
都

支
部
小
金
井
市
地
区
事
務
局
（
地

域
福
祉
課
内
☎　

儿　

儿
９
９
１

０４２

３８７

５
）

 　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心
身

障
害
者
（
児
）
団
体
お
よ
び
援
助

団
体
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　

要
件
等
の
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

５
月　

日
（
金
）

２７

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

　

儿　

儿
０
２
９
４
）

０４２

３８６

 　

自
立
し
た
市
民
社
会
の
創
造
に

向
け
て
、
幅
広
い
分
野
の
市
民
活

動
団
体
を
応
援
す
る
助
成
金
の
交

付
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
で
活
動
す
る
市
民

団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
た
は
任
意

団
体
）

助
成
額　

１
団
体
に
つ
き
上
限　
１０

万
円
（
総
額　

万
円
ま
で
と
し
、

９０

審
査
会
で
決
定
し
ま
す
）

申
請
方
法　

５
月　

日
ま
で
に
、

３１

所
定
の
様
式
（
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
直

接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
０
０
１
１
）

３８７ 心
身
障
害
者
（
児
）

援
護
事
業
助
成
金

さ
く
ら
フ
ァ
ン
ド
募
集

 
唾 
液
お
そ
る
べ
し

だ

　

唾
液
は
健
康
な
成
人
で
一
日

１
・
０
～
１
・
５
㍑
分
泌
さ
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
個
人
差
も
多
く
、
季

節
・
年
齢
・
性
別
・
身
体
状

況
・
服
用
薬
剤
な
ど
に
よ
っ
て

変
動
し
ま
す
。
唾
液
分
泌
に

は
、
刺
激
な
ど
な
く
て
も
分
泌

さ
れ
る
安
静
時
唾
液
と
、
食
事

な
ど
の
刺
激
に
よ
り
分
泌
さ
れ

る
刺
激
唾
液
が
あ
り
、
常
に
口

 
腔 
内
を
湿
潤
し
て
い
ま
す
。
唾

く
う液

に
は
粘
膜
保
護
・
自
浄
・
水

分
平
衡
・
潤
滑
・
緩
衝
・
抗

菌
・
消
化
・
組
織
修
復
・
再
石

灰
化
・
発
ガ
ン
予
防
な
ど
多
く

の
作
用
が
あ
り
、
口
腔
の
み
な

ら
ず
身
体
が
正
常
な
機
能
を
発

揮
す
る
た
め
無
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

た
と
え
ば
最
近
よ
く
耳
に
す

る
、
逆
流
性
食
道
炎
な
ど
の
場

合
、
分
泌
さ
れ
た
中
性
の
唾
液

は
、
食
道
内
を
洗
浄
、
中
和
し
、

胃
か
ら
逆
流
し
食
道
内
に
残
留

し
た
胃
酸
が
食
道
粘
膜
を
障
害

す
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
唾
液
分
泌
が
障
害

さ
れ
て
い
る
と
、
逆
流
性
食
道

炎
が
発
症
し
や
す
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
実
際
、
逆
流
性
食

道
炎
で
は
、
唾
液
分
泌
が
低
下

し
て
い
る
と
す
る
報
告
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
逆
流
性
食
道
炎
の
唾

液
分
泌
を
増
加
さ
せ
れ
ば
「
む

ね
や
け
」
症
状
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

唾
液
を
増
や
す
方
法
と
し
て

は
、
唾
液 
腺 
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
薬

せ
ん

剤
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の

で
一
度
、
お
近
く
の
歯
科
医
院

に
ご
相
談
く
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　民生委員・児童委員の日は、大正６年５月１２日
に民生委員制度の源となる済世顧問制度が誕生し
たことにちなみ、昭和５２年に創設されました。

〈民生委員・児童委員〉
　民生委員・児童委員は民生委員法および児童福
祉法により厚生労働大臣から委嘱を受けて、地域
の方々の相談窓口となり、行政や関係機関とのパ
イプ役を務めています。市には、現在７２人の民生
委員・児童委員がおり、それぞれの担当地区内で
活動しています。
　民生委員・児童委員の活動は、担当地域の住民
が抱える問題についての相談にのり、社会福祉の
制度やサービスについての情報提供や、住民の福

祉需要に応じたサービスが得られるように関係行
政機関などに連絡し、必要な対応を促します。
　なお、民生委員は児童福祉法による児童委員を
兼ねています。関係機関との連携や地域の子ども
の見守り等、児童福祉の向上にも努めています。
　担当地域が欠員の地区は、近隣の民生委員・児
童委員が相談を受けますので、地域福祉課へご連
絡ください。

〈主任児童委員〉
　主任児童委員は、子どもや子育てに関する支援
を専門に担当する民生委員・児童委員です。学
校、子ども家庭支援センター、児童相談所等と連
携して、児童福祉の向上に努めています。

〈民生・児童委員協力員〉
　民生・児童委員協力員は、民生委員・児童委員
とともに地域を見守り、地域福祉の向上に努めて
います。

〈民生委員・児童委員PRイベント〉
　皆さんの身近な相談相手である民生委員・児童
委員の活動を紹介します。
と　き　６月４日（土）午前１０時〜午後３時
ところ　小金井　宮地楽器ホールマルチパーパス

スペース
問合先　地域福祉課地域福祉係（☎０４２－３８７－
９９１５）

５月１２日は民生委員・
児童委員の日 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委民生委員・児童委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員民生委民生委員員・・児童委児童委員員

※　５月１日から担当地区が変更となりました。

電　話担当者担当地区（北部）
欠　員梶野町１丁目
０４２２−３７−２０５４櫻井ゆかり　〃　２丁目
欠　員　〃　３丁目

欠　員　〃　４丁目１〜７・１２〜１４
番

０４２２−５４−８０５５堀口実枝子　〃　４丁目８〜１１・１５〜２１
番

０４２−３８１−５８３８吉野満知子　〃　５丁目
欠　員桜町１丁目１・２・９〜１２番
０４２−３８５−３５４２箭本敏之 〃 １丁目３〜８・１３〜１５番
０４２−３８１−６０４３尾崎庸子 〃 ２・３丁目
０４２−３８１−１４７０鴨下公夫緑町１丁目
０４２−３８３−３４７３高橋秀樹 〃 ２丁目１〜１０・１５番
０４２−３８３−１９４１村上照子 〃 ２丁目１１〜１４・１６・１７番
０４２−３８４−８８７３山中文子 〃 ３丁目１〜３・１１〜１５番
欠　員 〃 ３丁目４〜１０番
０４２−３８５−２７２０志村惠子 〃 ４丁目１〜５・１３〜１８番
０４２−３８３−５５００根本恵美子 〃 ４丁目６〜１２番
０４２−３８１−１４３９古明地節子 〃 ５丁目１〜３・１３〜１８番
０４２−３８５−８４７８清水洋 〃 ５丁目４〜１２・１９〜２２番
０４２−３８１−９２２２内田香代子関野町全域

０４２−３８３−４５６６新井眞澄本町２丁目１・３・４・６〜
８・１７〜２０番

０４２−３８７−５３１８福岡貴子 〃 ２丁目２・５・９〜１６番
０４２−３８５−９９７２中村裕子 〃 ３丁目１〜５番
０４２−３８１−３８９３米田秀子 〃 ３丁目６〜１４番

０４２−３８８−８１３７有井道子
 〃 ４丁目８番、５丁目７・
８・２４・２５・３５・３６・４０
番

０４２−３８４−６５０８青山清美 〃 ４丁目（除く本町住宅）

０４２−３８７−２１１８清水尚美 〃 ４丁目５〜７番、５丁目
３〜６・２６〜３４・４１番

０４２−３８４−５０８３昼間容子 〃 ５丁目１１〜１９・３８番（※）

０４２−３８１−０４８８野村直子 〃 ５丁目１・２・９・１０・
２０〜２３・３７・３９番（※）

０４２−３８１−１３１８八木尚子
北部地区担当主任児童委員

０４２−３０１−０７４８齋藤徹子

欠　員北部地区担当
民生・児童委員協力員

電　話担当者担当地区（東部）
０４２−３８４−０４５４千羽節子東町１丁目２〜１４番

０４２−３８３−２０６０井川妙子 〃 １丁目１５・２７〜３５番

０４２−３８３−５９５３永並和子 〃 １丁目１・１６〜２６番

０４２２−３１−７３２９田中好子 〃 １丁目３６〜４５番

欠　員 〃 ２丁目１〜５・１９〜２０番

０４２２−３２−２８２１古宮景子 〃 ２丁目６〜１８・２９〜３１番

０４２２−３２−７７３２青松佐枝 〃 ２丁目２１〜２８番

０４２２−３１−８２０２島田安雄 〃 ３丁目

０４２−３８３−００６７江原由美子 〃 ４丁目８〜２０番

０４２−３８１−７０１６井爪利惠子 〃 ４丁目１〜７・２１〜３０番

０４２−３８２−７１８５星野千恵子 〃 ４丁目３１〜４６番

０４２−３８１−５２５４鈴木範子 〃 ５丁目１〜１８番

０４２−３８７−５１８５武田美夕里 〃 ５丁目１９〜３１番

０４２−３１６−１１６５音川富久子中町１丁目１〜６・１１〜１５番

０４２−３８３−９２９７北川佳惠 〃 １丁目７〜１０番

欠　員 〃 ２丁目８〜１８・２４番

０４２−３８３−３６３８熊井和美 〃 ２丁目１〜７・１９〜２３番

０４２−３８１−４４１４芳須保行 〃 ３丁目１〜１３番

０４２−３８５−８６５０布目陽子 〃 ３丁目１４〜２６番

０４２−３０１−０７８２細淵重信 〃 ４丁目１〜８・１０〜１２番

０４２−３０１−８５５２永井紀子 〃 ４丁目９・１３〜１８番

０４２−３８１−１３７９大久保昌弘本町１丁目１〜８番

０４２−３８３−４８９７大久保信子 〃 １丁目９〜２０番

０４２−３８４−０１３４池内清三 〃 ６丁目

０４２−３８５−６３３５浦野知美
東部地区担当主任児童委員

０４２−３８３−７３８７古源美紀

０４２２−３２−０５９８醍醐あけみ東部地区担当
民生・児童委員協力員

電　話担当者担当地区（西部）

０４２−３８１−７４０６雫時子貫井北町１丁目１・８〜１６・
２３〜２６番

欠　員　 〃 　１丁目２〜７・１７〜
２２番

０４２−３８４−３５０１川畑美和子　 〃 　２丁目・３丁目４・
５番・４丁目

０４２−３２８−６０８８横井景子　 〃 　３丁目６〜２２・３１番

０４２−３８４−５７０５内田裕子　 〃 　３丁目２３〜２８番・公
務員住宅

欠　員　 〃 　３丁目２９・３０・３２〜
４０番

０４２−３２１−２３６０山田礼子　 〃 　５丁目１・３・１８〜
３０番

０４２−３２５−７９２９三井千賀子　 〃 　５丁目２・４〜１７番

０４２−３８１−８６７３緒方澄子貫井南町１丁目１〜１０・２２〜
２７番

０４２−３０１−７１６５平田玉恵　 〃 　１丁目１１〜２１番
０４２−３８５−１６２７東條佳子　 〃 　２丁目
０４２−３８８−４１８５坂根昭子　 〃 　３丁目
０４２−３８５−０１１１鈴木幸子　 〃 　４丁目１〜１６番
０４２−３８４−０９０７渡邉貞子　 〃 　４丁目１７〜３０番
０４２−３８３−８４２３貞包孝子　 〃 　５丁目１〜６番
０４２−３８４−１８５２櫻井綾子　 〃 　５丁目７〜２１番
欠　員前原町１丁目

０４２−３８５−８２８９鈴木修身　〃　２丁目１〜６・１４〜１９
番

０４２−３８１−６０６５野中英邦　〃　２丁目７〜１３・２０〜２４
番

０４２−３８１−０９６６高木貴子　〃　３丁目１〜４・１４〜２１
番

０４２−３８６−１２３１星野洋子　〃　３丁目２４・２７〜４１番

０４２−３０１−６０４５池ノ上寛子　〃　３丁目５〜１３・２２・
２３・２５・２６番

０４２−３８５−８８３６立石静子　〃　４丁目１〜１２番
０４２−３８１−９８２３田中はるみ　〃　４丁目１３〜２３番
０４２−３０１−６９６３高木和子　〃　５丁目１〜９番
欠　員　〃　５丁目１０〜２０番
０４２−３２２−３３０６新保佳子

西部地区担当主任児童委員
欠　員
０４２−３８７−４９８３清水啓子西部地区担当

民生・児童委員協力員 ０４２−３８３−４８８７橋本洽祚

平成２８年５月１日現在民生委員・児童委員　担当地区一覧

お気軽に民生委員・児童委員にご相談ください
悩んでいるのは自分だけでは
ありません。
話してみませんか。

関係機関との
パイプ役になります

高齢者向けのサービスを利用
したいけど…

病気で失業…
　当面の生活困るなぁ
　　　仕事見つかるまで

どうしよう

どこに相談しよう
障がいがあるので心配

子どもの泣き声が、
激しい家があるけど…

子どもが元気で
　　学校に通えるように

したいけど…

子育てのこと一緒に
話しませんか
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■就職に役立つ！無料パソコン講座説明
会　たちかわ若者サポートステーション
では、１５～３９歳の在学・就労していない
求職中の方を対象に、パソコン講座を実
施中。受講するには月に３回実施する説
明会への参加と利用登録が必要です。詳
細は、ホームページ（http://www.soda 
teage.net/yss/tachikawa/）で。／同ス
テーション（☎０４２－５２９－３３７８）
■野川第一・第二調節池地区自然再生協
議会委員募集　野川流域に在住・在勤・
在学の方／５月２７日（必着）までに、作
文（８００字程度・課題＝野川への思いや
意見等「応募の動機について」）に住
所・氏名・電話番号を明記し、郵送また
は直接、都北多摩南部建設事務所工事第
二課（〒１８３－０００６府中市緑町１－２７－
１☎０４２－３３０－１８５０）へ。
■東京農工大学公開講座・テニス基礎編
５月２８日（土）、６月４日（土）午前９
時３０分～正午／同大学小金井キャンパス
テニスコート／テニスの基礎技術習得と
試合形式のゲーム／２０人／４,０００円／５
月１３日までに、ファクスまたはＥメール
で申込講座名・氏名・郵便番号・住所・

年齢・電話番号を同大学（☎ ＝０４２－
３８８－７９６９死tyuki@cc.tuat.ac.jp）へ。
■東京学芸大学公開講座・家族によるリ
カバリートーク　５月２８日（土）午後２
時～４時３０分／同大学Ｎ２０３教室／統合
失調症、摂食障害、パーソナリティ障害
と向き合って／福井里江（同大学准教
授）／６０人／１,０００円／申し込みは、ホー
ムページ（http://www.u-gakugei.ac.jp/ 
seminar/）を参照のうえ、同大学（☎０４２
－３２９－７１１９）へ。
■都立小金井特別支援学校　ボランティ
ア養成講座　６月２５日（土）、７月９日
（土）、２２日（金）、２６日（火）午前１０
時～正午（７月２６日は午前９時～午後１
時）／同校西国分寺仮設校舎（国分寺市
泉町２－２－９）／障がいの基礎的理解
と運動、料理教室での支援実習／無料／
申し込みは、５月１１日～６月１６日に、電
話で同校（☎０４２－３２２－２２１５）へ。
■多重債務や投資詐欺　困ったときの相
談窓口　関東財務局東京財務事務所で
は、多重債務や悪質な投資勧誘の相談窓
口を開設しています。安心してご相談く
ださい。／多重債務相談窓口（☎０３－
５８４２－７４７５）、投資詐欺等相談窓口（☎
０３－５８４２－７０１６）

FAX

 

●バラを愛でる会　５月１４日（土）午前
１０時～正午（雨天＝１６日）／中村家バラ
園（貫井北町３－３１－１３、中大循環バス
「中大附属高校」下車徒歩２分、貫井北
町集会場北側）／丹精込めて育てている
バラを楽しみます／主催＝バラを愛でる
会／当日直接会場へ。／清水（☎０９０－
３８１２－４５８８）
●２０１６年家庭倫理講演会「いのち」
の輝き　５月１５日（日）午前１０時３０分～
正午／小金井　宮地楽器ホール小ホール
／講師は藤崎正剛さん（（一社）倫理研究
所理事）／１５０人（当日先着順）／１,０００
円／（一社）倫理研究所・坂本（☎０４２－
３２５－８６７４）
●小金井雑学大学　５月１５日（日）午後
２時～４時／市民会館・萌え木ホールＡ
会議室／西洋史講座－激動のフランス、
七月革命と二月革命／兵頭信彦さん
（元・都立西高等学校校長）／１００円（資
料代）／当日直接会場へ。／田中（☎０８０
－５６４５－１４７７）
●ツリークライミング体験会　５月２１日
（土）午前１０時から、午後０時３０分から、
午後２時から（各回９０分）／都立野川公
園大芝生広場／ロープを使った木登り体
験／小・中学生／各回１５人（申込順）／
無料／主催＝ライオンズクラブ国際協会
／５月１日午前１０時から、ファクスに住
所・氏名・年齢・性別・電話番号・保護
者名・希望時間帯を明記し、峰村（☎
０９０－３０８８－１９３３ ０３－５６７８－０７７９）へ。
●第９回いちごえ会講演会「日々コウジ
中の夫とともに」　 ５月２２日（日）午後
２時３０分～４時２０分／市民会館・萌え木
ホール／講師は柴本礼さん（イラストレ
ーター）／１,０００円（会員無料。当日入会
無料）／主催＝高次脳機能障害者小金井
友の会／５月２０日までに、電話またはフ
ァクスでいちごえ会・増村（☎ ＝０４２
－４０１－００５１）へ。
●第１４回多摩ブルー・グリーン賞募集
優れた技術・製品や新しいビジネスモデ
ルを募集します。各最優秀賞に副賞１００
万円、各優秀賞に副賞５０万円を贈呈／主
催＝多摩信用金庫／募集期間＝５月２３日
～９月２日／詳しくは同信用金庫ホーム
ページ（http://www.tamashin.jp/）で。
／多摩ブルー・グリーン賞事務局（☎
０４２－３８９－１１３３）
●中級音訳講習会　５月２４日、６月２１
日、７月１９日、９月２０日、いずれも火曜
日午後１時３０分～３時３０分（全４回）／
図書館本館地階集会室／音訳の読み／講
師は樫山多門さん（音訳指導者）／講習
会終了後、当会の活動に参加できる方／
３５人（申込順）／５００円（資料代）／５
月２０日までに、電話またはファクスで小
金井市対面朗読の会・泉（☎ ＝０４２－
３８８－１２７６）へ。
●フリーマーケット出店募集　５月２９日
（日）午前９時～午後３時３０分（雨天中
止）にむさし小金井自動車教習所（緑町
１－３－２６）で開催するムサコフリーマ
ーケットの出店者を募集します。／出店
料＝車出店５００円、手持出店１００円／応募
者多数の場合は抽選／詳しくは同教習所
ホームページ（www.musako.co.jp/）で。
／５月１５日までに、電話で同教習所（☎
０４２－３８１－３３２１）へ。
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●第１１回小金井音楽談話室「丸山泰
雄・無伴奏チェロ・ライヴ」　 ６月３日
（金）午後７時開演／小金井　宮地楽器
ホール小ホール／ヴィルタス・クヮルテ
ットを率いる日本屈指のチェロ奏者によ
る心踊る名曲の数々。曲目＝コダーイ
「無伴奏チェロソナタ」ほか／一般２,８００
円、６５歳以上２,３００円、学生１,８００円／申
し込みは、小金井音楽談話室・足立（☎
０４２－３８８－８０９９）へ。
●第２６回小金井囲碁団体戦　６月５日
（日）午前９時～午後５時／公民館東分
館／市内在住・在勤・在学の方／１チー
ム３人編成／Ａクラス（四段以上）、Ｂ
クラス（初段～三段）、Ｃクラス（１級
以下）、スイス方式ハンデ戦／参加費
（昼食代等含む）＝会員３,６００円、一般
４,５００円、高校生以下３,０００円／５月２８日
までに、電話またはファクスで囲碁連
盟・五師（☎ ＝０４２－３８４－７５７２）へ。
●東京多摩いのちの電話公開講演会－自
分らしさの再発見と心の健康　６月１１日
（土）午後２時～４時／市民会館・萌え
木ホール／講師は福島眞澄さん（リカバ
リーデスクofメンタルヘルス代表）／３０
人（申込順）／１,０００円／５月１日から、
東京多摩いのちの電話（☎０４２－３２８－
４４４１＝月曜～金曜日（祝日を除く）午前
１０時～午後５時）へ。
 

●歩きませんか瀬音涼しき矢川緑地まで
５月１５日（日）雨天実施／①ＪＲ東小金井
駅南口午前７時３０分②市役所本庁舎８時
③貫井神社８時１５分集合～正午ごろ矢川
緑地で解散（距離約９.５㎞）／２００円／水筒
持参／当日直接各集合場所へ。／市ウオ
ーキング協会・浜薗（☎０４２－３８１－２２００）
●第４１回体育協会法人化記念レディー
ススイミングフェスティバル　５月２２日
（日）午前９時１０分～正午／総合体育館
プール／レクリエーション、自由遊泳、
浮き輪の持参も可。／市内在住・在勤の
女性と小学生（４年生以下は保護者同
伴）／無料／水泳道具一式持参／市水泳
協会／詳細は、総合体育館で要項配布／
当日午前１０時までに、直接会場へ。／市
水泳協会・宮崎（☎０４２－３８３－９９６５）
●第４１回体育協会法人化記念レディー
スゲートボール大会　５月２５日（水）午前
８時３０分～午後５時（予備日＝２７日）／
上水公園運動施設グラウンド／総当たり
戦を行い順位を決定／市内在住・在勤・
在学の女性／２５人（申込順）／５００円／５
月１２日～１８日に、電話で市ゲートボール
協会・鵜沢（☎０７０－５０２８－７４５２）へ。
●第４１回体育協会法人化記念女子弓道
大会　５月２９日（日）午前１０時～午後３
時／小金井神社弓道場／市内在住・在
勤・在学の方、連盟員／３０人（当日先着
順午前９時３０分から受け付け）／無料／
弓具一式持参／市弓道連盟・東（☎０９０
－６５４９－２７３３）
●卓球であそぼう　６月１日～２９日の毎
週水曜日午後３時～５時／栗山公園健康
運動センター／講師は門田洋幸さん（元・
明治大学卓球部員）／５～１２歳／１５人
（申込順）／１回５００円／ラケット貸出有
り／５月１日～２５日に、電話またはＥメ
ールで小金井ＪＴＣ・明神（☎０８０－３３９４－
６４７４死man.myojin@jcom.zaq.ne.jp）へ。
●コンディショニング・ヨガ　６月２日
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◆英会話サークル・グリーン中級クラス
原則月３回土曜日午後６時～７時２５分、
公民館緑分館で。簡単な英会話を楽しん
でいます。見学歓迎。連絡は三輪（☎
０４２２－３１－２８６０）へ。
◆社交ダンス倶楽部　原則毎週木曜日公
民館貫井北分館で。中級は午後４時５分
から。上級は午後５時１０分から。初心者
も可。親切丁寧に講習しています。連絡
は武本（☎０８０－６６６９－５１０８）へ。

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

◆社交ダンス・アリス　原則月曜日、基
礎・初級は午後０時１５分から、中級は午
後１時２０分から、公民館緑分館で。男女
講師が親切に教えます。連絡は武本（☎
０８０－６６６９－５１０８）へ。
◆小金井書道倶楽部　原則第２・４水曜
日、公民館貫井北分館で。お稽古は漢字
が中心。初心者歓迎。連絡は日野（☎
０９０－８６４２－３９６３）へ。
◆小雀碁友会　原則毎週水曜日午後１時
～５時、公民館東分館で。初級～中級で
和やかに手合わせしています。高段者の
指導あり。女性歓迎。連絡は高草（☎
０４２２－３６－７５８５）へ。

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

～９月２９日の木曜日午前１０時１５分～１１時
４５分／総合体育館／身体を積極的に動か
すヨガ／２０人（多数抽選）／３,０００円（月
額）／５月１７日（必着）までに、往復はが
き、ファクスまたはＥメールで住所・氏
名・年齢・電話番号を明記し黄金井倶楽
部「ＣＮ係」（〒１８４－０００５桜町２－２－
３１☎０４２－４０６－２２８０ ０４２－４０６－２２９０死
npo.koganei-club@jcom.home.ne.jp）へ。
●卓球教室　６月７日～９月２７日の火曜
日正午～午後３時／総合体育館／初心
者、経験者とも一緒に楽しく練習してい
ます。未経験者歓迎／８人（多数抽選）
／３,０００円（月額）／５月２４日（必着）ま
でに、往復はがきまたはファクスで住
所・氏名・年齢・電話番号を明記し、黄
金井倶楽部「卓球火曜係」（〒１８４－０００５
桜町２－２－３１☎０４２－４０６－２２８０ ０４２
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－４０６－２２９０）へ。
●第５０回小金井市柔道選手権大会　６
月１９日（日）午前９時から／総合体育館
柔道場／市内在住の４歳～中学生までと
招待道場選手／５月１０日までに、往復は
がきに住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・電話番号・学年・身長・体重・道
場名を明記し、市柔道連盟・髙木（東町
４－４０－６）へ。／同連盟・廣瀬（☎
０４２２－４１－４３４９）
●第５９回小金井市オープン卓球選手権
大会　６月２６日（日）午前９時から／総
合体育館／オープンシングルス予選リー
グ、上位２人決勝トーナメント出場／
３００人（申込順）／１,０００円／ゼッケン着
用／５月２日～２０日に、電話で氏名・年
齢を市卓球連盟事務局・小島（☎０４２２－
８８－７２１３）へ。

●佐藤公昭　日本画展　５月３日（火）～
９日（月）午前１１時～午後６時３０分（３日
は午後１時から）／小金井　宮地楽器ホ
ールギャラリー／金箔に牡丹、１０メート
ルの大作、水墨、金箔の花鳥画作品等。
／無料／佐藤（☎０４２－３０１－６４４８）
●無料の障害年金相談会　５月１４日
（土）午後１時３０分～３時３０分／前原暫
定集会施設／障害年金に詳しい社会保険

労務士が丁寧に対応します。１人３０分
（予約制）／申し込みは、井上（☎０９０－
６５２５－０１８８）へ。
●リサイクル・ガーデンバザー　５月１９
日（木）午前１０時～午後２時（雨天＝２６
日）／貫井けやき広場（貫井南町４－１４）
／衣類、雑貨、子供用品など／山田（☎
０４２－３０４－０３２８＝午後８時～１０時）

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）
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　紺 碧 の海と空、あじさいの花に囲まれ、
ぺき

古い歴史のある三宅島を楽しみましょう。
大自然の向こうに夢が広がります。
　三宅村民との交流や、島内観光、あした
ば摘みなどを行います。
と　き　６月２４日（金）午後８時３０分集合
〜２６日（日）午後９時３０分ごろ解散（船中
１泊含む２泊３日）
集合場所　市役所本庁舎駐車場（マイクロ
バス使用予定）
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　２０人
参加費 一般＝ 円、５〜 歳＝
２８,０００円、４歳以下＝無料

３２,０００ １２

主　催　小金井三宅島友好協会
申込方法　６月１０日までに、電話またはフ
ァクスで住所・氏名・年齢・性別・電話番
号を小金井三宅島友好協会事務局・稲葉
（☎ ＝０４２−３８３−１０２７）へ。
問合先　同協会事務局、コミュニティ文化
課文化推進係（☎０４２−３８７−９９２３）
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清
里
山
荘
に
宿
泊
す
る
１
泊
２

日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

集
散
日
時
・
場
所　

６
月　

日
２９

（
水
）
午
前
７
時
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
集
合
～　

日
（
木
）
午
後
５

３０

時
同
所
解
散

参
加
費　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
＝
１
万
５
千
円
、
そ
の
他

の
方
＝
１
万
７
千
円
（
宿
泊
・
食

事
・
保
険
代
等
）

そ
の
他　

▽
団
体
申
込
も
受
け
付

け
ま
す
。
団
体
の
場
合
は
、
指
定

の
集
合
場
所
へ
バ
ス
を
配
車
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
▽
申
込
人
数

が　

人
以
下
の
場
合
は
運
行
を
中

１５
止
し
ま
す
。

申
込
方
法　

５
月　

日
ま
で
に
、

３０

電
話
で
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
生

清
里
山
荘
バ
ス
ツ
ア
ー

信
州
霧
ヶ
峰
散
策
と

清
里
観
光

年
月
日
・
年
齢
お
よ
び
代
表
者
の

住
所
・
電
話
番
号
を
清
里
山
荘
申

込
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
１
２
０

儿　

儿　

）
へ
。

４８４

６４７

問
合
先　

清
里
山
荘
（
☎
０
５
５

１
儿　

儿
４
６
４
９
）

４８

 　

元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に

し
た
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
設

計
、
地
域
活
動
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

参
画
な
ど
を
考
え
る
講
座
で
す
。

と　

き　

５
月　

日
～
７
月
２
日

２１

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

４
時　

分
（
５
月　

日
は
正
午
～

３０

２８

午
後
３
時
。
６
月　

日
は
午
前　

１１

１０

時
～
午
後
４
時
。
７
月
２
日
は
午

後
１
時　

分
～
５
時
）

３０

と
こ
ろ　

前
原
暫
定
集
会
施
設
ほ

かテ
ー
マ　

こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計

と
地
域
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加
、
市

の
歴
史
、
市
の
現
在
と
未
来
を
考

え
る
、
市
の
文
化
施
設
見
学
と
自

然
探
索
ほ
か

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

企
画
運
営　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
小
金
井

そ
の
他　

▽
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
▽
飲
食
代
は
実
費
で
す
。

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
７
９
）
へ
。

０４２

３８７

 
〈
庭
木 
剪  
定 
入
門
〉

せ
ん 
て
い

　

公
民
館
緑
分
館
や
公
共
緑
地
等

の
庭
木
を
教
材
に
そ
れ
ぞ
れ
の
種

類
と
特
性
に
応
じ
た
庭
木
剪
定
の

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。
野
外

で
の
作
業
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

と　

き　

５
月　

日
～
６
月　

日

２３

２７

の
毎
週
月
曜
日
午
前　

時
～
正
午

１０

（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
緑
分
館
ほ
か

講　

師　

田
中
隆
司
さ
ん
、
菅
原

シ
ニ
ア
世
代
の
人
生
設
計

地
域
で
の
新
た
な
出
発

成
人
学
校

彦
一
さ
ん
（
い
ず
れ
も
植
木
研
究

家
）

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

そ
の
他　

▽
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
を
優
先
し
ま
す
。
▽
剪
定
は
さ

み
な
ど
の
道
具
は
参
加
者
が
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
緑
分
館

「
庭
木
剪
定
入
門
」
係
（
〒　

儿
１８４

０
０
０
３
緑
町
３
儿
３
儿　

☎　
２３

０４２

儿　

儿
７
３
０
１
）
へ
。

３８７
〈
植
物
観
察
〉

　

奥
多
摩
を
散
策
し
、
自
然
の
さ

ま
ざ
ま
に
生
育
す
る
植
物
を
観
察

し
ま
す
。

集
散
時
間
・
場
所　

５
月　

日
２４

（
火
）
午
前
８
時
公
民
館
貫
井
南

分
館
集
合
～
午
後
５
時
同
所
解
散

※　

雨
天
中
止

講　

師　

青
木
幹
夫
さ
ん
（
植
物

研
究
家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
高
低
差
の
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
２
時
間
程
度
歩
け
る
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１２

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
公
民
館
貫
井
南

分
館
「
植
物
観
察
係
」
（
〒　

儿
１８４

０
０
１
４
貫
井
南
町
４
儿
３
儿　
２３

☎　

儿　

儿
１
１
６
８
）
へ
。

０４２

３８３

〈
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク 

ギ
タ
ー
弾
き
語
り
入
門
〉

　

基
本
練
習
か
ら
始
め
、
自
分
が

選
ん
だ
１
曲
を
弾
き
語
り
で
き
る

ま
で
レ
ッ
ス
ン
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
３
日
～
７
月　

日
２２

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
南
分
館

講　

師　

鈴
木
伸
浩
さ
ん
（
音
楽

家
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
高
校
生
世
代
以
上
の
未
経

験
の
方

定　

員　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

そ
の
他　

貸
出
用
の
ギ
タ
ー
が
あ

り
ま
す
が
、
弦
は
実
費
負
担
で

す
。

申　

込　

５
月　

日
（
必
着
）
ま

１６

で
に
、
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ギ
タ
ー
の
有
無
を
明
記
し
、

公
民
館
貫
井
南
分
館
「
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
入

門
」
（
〒　

儿
０
０
１
４
貫
井
南

１８４

町
４
儿
３
儿　

☎　

儿　

儿
１
１

２３

０４２

３８３

６
８ 
　

儿　

儿
１
２
２
８
死k

０４２

３８７

0
2
0
4
1
2
@
ko
gan
ei-sh

i.jp

）

へ
。

 
と　

き　

５
月　

日
（
木
）
午
前

１９

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

と
こ
ろ　

上
之
原
会
館

そ
の
他　

▽
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
▽
マ
イ
バ
ッ
グ
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
▽
小
銭
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
】

　

ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品
物

を
売
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
出
店

受
付
は
午
前
９
時　

分
開
始
）

３０

出
店
者　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

出
店
料　

１
区
画　

円
（
０
・
９

２００

㍍
×
０
・
９
㍍
）

取
扱
品
目　

持
参
で
き
る
物
（
一

般
雑
貨
、
電
気
製
品
、
衣
類
等
）

※　

び
ん
・
缶
詰
以
外
の
食
品
、

手
作
り
品
、
合
成
洗
剤
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
使
用
製
品
、
医
薬
品
、

動
植
物
等
は
出
品
不
可

そ
の
他　

つ
り
銭
や
値
札
等
は
、

出
店
者
が
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
も
ち
ゃ
の
病
院
】

　

修
理
を
要
す
る
お
も
ち
ゃ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

費　

用　

診
察
料
１
件　

円
（
材

１００

料
費
は
実
費
）

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

FAX
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
と

お
も
ち
ゃ
の
病
院

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
の
重
点
対
策
に
基
づ

き
、
自
動
車
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

排
出
の
削
減
を
め
ざ
し
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

運
転
実
技
を
含
む
半
日
程
度
の

教
習
会
で
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
つ
な
が
り
、
家
計
に
も
や
さ
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
、
ぜ
ひ
、
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月　

日
（
火
）
～　

１７

２０

日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
０
時

　

分
３０と

こ
ろ　

尾
久
自
動
車
学
校
（
東

町
３
儿　

儿　

）

１７

１９

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち

の
方 エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会

定　

員　

各
日
３
人
（
申
込
順
）

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

３８７
 　

今
回
は
、
坂
を
歩
く
を
テ
ー
マ

に
野
川
公
園
か
ら
は
け
の
森
美
術

館
ま
で
、
は
け
に
沿
っ
て
存
在
す

る
い
ろ
い
ろ
な
坂
を
歩
き
ま
す
。

集
散
時
間
・
場
所　

５
月　

日
１３

（
金
）
午
前
９
時　

分
野
川
公
園

５０

二
枚
橋
ト
イ
レ
前
集
合
～
午
後
０

時　

分
は
け
の
森
美
術
館
解
散

３０
（
雨
天
中
止
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

主　

催　

環
境
市
民
会
議

申　

込　

５
月
２
日
～　

日
に
、

１２

電
話
で
環
境
政
策
課
環
境
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
１
７
）
へ
。

０４２

３８７
「
水
と
緑
の
ま
ち
・
小
金

井
の
原
点
を
探
そ
う
」

パ
ー
ト
Ⅱ
参
加
者
募
集

　市内在住の浜井慧選手が、
アルペンスキー競技で見事第
１位に輝きました。
　３月３０日に、市長を表敬訪
問され、「皆さんのおかげで
１位を取ることができまし
た。これからも無理をしない
よう気をつけながら頑張って
いきます。」と力強く語って
いただきました。　また、当
日は、市内在住で同競技第８
位の成績を残された太田雄大
選手の保護者の方からも報告
をいただきました。

浜井慧選手がスペシャルオリンピック浜井慧選手がスペシャルオリンピックスス
日本冬季ナショナルゲーム・新潟で優勝しまし日本冬季ナショナルゲーム・新潟で優勝しましたた
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５
月
１
日（
日
）
５
月
３
日（
火
・
祝
）
５
月
４
日（
水
・
祝
）
５
月
５
日（
木
・
祝
）
５
月
８
日（
日
）

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。
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受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

竹
馬
ビ
ル
ク
リ
ニッ
ク

内
消

本町5―5―2
竹馬ビル1F
☎042―384―3461

新
小
金
井
街
道

京王バス
営業所

至武蔵至武蔵
小金井駅小金井駅
北口北口

至武蔵
小金井駅
北口

小金井小金井
保育園保育園
小金井
保育園 歯

科

中央本線

貫井北町
1丁目
交差点

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

小
松
外
科
胃
腸
科

外
胃

本町2―20―20
☎042―381―3346

至武蔵小金井駅
北口

北大通り

至小金井橋
本町２丁目
交差点

小
金
井
街
道

前原町3―35―18
☎042―384―2189

武蔵小金井駅

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

梶 

尾 

眼 

科

眼
南口 小

金
井
街
道

連雀通り

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

内

本町1―15―9
☎042―382―9111

農工大通り

マンション

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

大
沢
歯
科
医
院

貫井北町3―38―18
☎042―385―1771

一中
交番

玉川上水玉川上水玉川上水

貫井橋

す
ず
木
小
児
科・ア
レ
ル
ギ
ー
科

本町5―15―8
ラメゾン  ブランシュ2-A
☎042―401―2410

小
ア

西友

駐車場

けやき通り

小
金
井
街
道

さ
い
と
う
医
院

内
循
消

東町4―21―10
☎042―380―5510

連雀通り

東小
農工大通り

新
小
金
井
駅

酒
店

西武
多摩川線

前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

和
田
ク
リ
ニッ
ク

外
消
内

本町1―6―2
メゾン・ド小金井112
☎042―381―1112

至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口至武蔵小金井駅南口

連雀通り

福祉
会館

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

本町1―18―3
ユニーブル武蔵小金井
スイート3階301号
☎042―387―8176

こ
が
ね
い
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニッ
ク

耳
ア

す
ず
木
小
児
科・ア
レ
ル
ギ
ー
科

本町5―15―8
ラメゾン  ブランシュ2-A
☎042―401―2410

小
ア

西友

駐車場

けやき通り

小
金
井
街
道

い
こ
ま
歯
科
医
院
北
口
診
療
所

本町5―12―14
森ビル3F
☎042―384―4114

武蔵小金井駅

北口

西
友

小
金
井
街
道

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町2―11―25

☎042―382―5101

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

皮
ア

か
わ
べ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

緑町2―2―1
エスポワール小金井1－東号室 
☎042―401―1860

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

内
小
消
内

東
小
金
井
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク

東町4―37―26
☎042―382―3888

農協
支店

至東小金井駅南口至東小金井駅南口至東小金井駅南口

農工大通り

内

千
賀
皮
膚
科
ク
リ
ニッ
ク

皮
泌

本町1―18―10
小金井本町ビル4階
☎042―380―5611

武蔵小金井駅

南口

農工大通り

小
金
井
街
道

小
金
井
橋
さ
く
ら
ク
リ
ニッ
ク 桜町2―11―25

☎042―382―5101

玉川上水
小金井橋

小
金
井
街
道

本
町
２
丁
目

交
差
点

小金井橋

北大通り

至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口至武蔵小金井駅北口

内
泌

皮
ア

中町2―14―28
☎042―385―1184

三
愛
歯
科
医
院

マンション

農工大通り

農工大
豆
腐
店

そ
ば
店

岡
山
小
児
科
医
院

小

貫井北町5―28―16
☎042―324―4792

学芸大

至国分寺
保健
センター

コンビニエ
ンスストア

変電所
学芸大正門前

中央本線

共
立
診
療
所

内
小
外
皮

本町6―9―38―3F
☎042―383―5111

武蔵小金井駅

小
金
井
街
道

南口南口

前原坂上交差点

消
防
署

市
役
所

南口
東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

嶋
田
眼
科
医
院

眼

東町4―16―30
☎042―385―1156

連雀通り
交
番

至東小金井駅南口
農工大通り

農協支店 新
小
金
井
駅
西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

西
武
多
摩
川
線

東
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
整
ア

五日市街道

亜
細
亜

大
学

く
ぬ
ぎ
橋
通
り

北大通り

梶野町2―1―2
アーバンステージ武蔵野ヒルズA棟１F
☎0422―56―8630

緑町2―7―20
☎042―384―3110

み
ど
り
歯
科

法政大学

北大通り

三小 北
口

東小金井駅

東
大
通
り

武蔵小金井駅

武
蔵
小
金
井
ク
リ
ニッ
ク

内
循
呼
胃

本町5―19―33
☎042―384―0080

北口

小
金
井
街
道

西
友

飲食店

〒

う
ち
や
ま
ク
リ
ニッ
ク 東町4―43―15

MKジェムズマンション1F
☎042―382―1715

都営アパート

ス
ト
ア

南口
東小金井駅

内
消
肛
外

本町1―9―17
☎042―383―5511

小
金
井
太
陽
病
院

外
内
南口

武蔵小金井駅

農工大通り前原坂上
交差点

小
金
井
街
道

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

前原町3―35―15
☎042―381―0987

野 

村 

医 

院

内

皮

リ 

ウ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

本町2―6―7
Kビル201
☎042―387―1727

秋
澤
歯
科
医
院

北口

銀
行

小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時
※　応急処置に限ります。

内　　容と　き
オープニング９：５０〜

５
月　

日
（
土
）

２８

展示（絵画、書道、写真、活動
報告、いけ花等）

１０：００〜１６：００
喫茶・模擬店（バザー、手作り
クッキー、パン等）
体験コーナー
（小金井操体法研究会）１０：３０〜１２：３０

出演発表
ハーモニカクラブ「カマラード」
ＫＳＳ歌う会
アンサンブル小金井

１１：１０〜１１：４０
１３：４０〜１４：４０
１５：００〜１６：００

展示（２８日と同内容）９：００〜１６：００

　

日
（
日
）

２９

喫茶・模擬店（手作りクッキ
ー、コーヒー、焼きそば等）１０：００〜１６：００

出演発表
小金井ハーモニカクラブ
なつかしい曲を歌う会
麒麟
アロハフラプルメリア・ラウレ
アウクレレクラブ

１０：００〜１１：００
１１：２０〜１１：５０
１２：１０〜１２：４０
１３：００〜１４：００

着付け発表会
（富士きものサークル）１０：３０〜１２：００

小寄せの茶席（いろは茶会）１３：３０〜１５：００

第35回公民館本館第35回公民館本館まつまつりり
（旧「本町分館まつり」（旧「本町分館まつり」））

5月28日（土）・29日（日5月28日（土）・29日（日））

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

〈中村研一生誕記念特別無料観覧日〉
　洋画家・中村研一が５月１４日に生ま
れたことを記念して、どなたでも無料
で観覧できます。
と　き　５月１４日（土）午前１０時～午
後５時（入館は４時３０分まで）

〈所蔵作品展　開館１０周年記念
中村研一回顧展開催中〉

開催期間　５月１５日（日）まで
観覧料　一般２００円、小・中学生１００円
（未就学児および障害者手帳をお持ち
の方と付き添いの方一人は無料）
【関連企画ギャラリートーク】

　担当学芸員が展覧会の内容や作品に
ついて解説します。
と　き　５月１４日（土）午後２時～２
時３０分
参加費　無料
申込方法　当日直接会場へ。

〈展示替えによる臨時休館〉
　５月１６日（月）から、臨時休館しま
す。再開時期は未定ですが、決定次第
お知らせします。

−◇共　通◇−
問合先　市立はけの森美術館（〒１８４
−００１２中町１−１１−３☎０４２−３８４−
９８００＝午前１０時～午後５時）

市立はけの森美術市立はけの森美術館館

　公民館本館を利用されている皆さんの文化の祭典。今
年度から名称を変更して開催します。お気軽にお越しく
ださい。
とき・内容　下表のとおり
【特別イベント　柳家花いち落語会】
と　き　５月２９日（日）午後２時３０分～４時
出　演　柳家花いち（落語家）
定　員　４０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

　

大
ホ
ー
ル
の
利
用
を
検
討
し
て

い
る
方
向
け
の
施
設
見
学
会
で

す
。
具
体
的
な
利
用
パ
タ
ー
ン
を

設
定
し
、
楽
屋
や
舞
台
機
構
、
備

品
、
表
周
り
の
導
線
な
ど
を
説
明

し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

７
月　

日
（
日
）

１０

午
後
１
時
～
２
時
＝
音
楽
発
表
会

向
け
、
午
後
３
時
～
４
時
＝
講
演

会
・
ダ
ン
ス
向
け

と
こ
ろ　

同
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

対　

象　

利
用
者
登
録
済
み
の
団

体
ま
た
は
個
人

定　

員　

各
回　

人
（
申
込
順
）

３０

そ
の
他　

参
加
人
数
は
、
１
団
体

３
人
ま
で
で
す
。

申　

込　

５
月
２
日
か
ら
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
利
用
者
登
録
名
・

登
録
Ｉ
Ｄ
・
参
加
代
表
者
名
・
人

数
を
同
ホ
ー
ル
（
☎　

儿　

儿
８

０４２

３８０

０
７
７
）
へ
。

 
と　

き　

５
月
７
日
～　

日
の
毎

２８

週
土
曜
日
午
前　

時　

分
か
ら

１０

３０

（　

～　

分
程
度
）

３０

４０

お
は
な
し
会

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

 　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
手
遊
び

や
絵
本
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

５
月　

日
（
金
）
午
前

２０

　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
東
分
館
和
室

対　

象　

０
～
２
歳
の
乳
幼
児
と

保
護
者

定　

員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

協　

力　

く
り
の
実
文
庫

申　

込　

５
月
１
日
午
前
９
時
か

ら
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
図
書
館

東
分
室
（
☎　

儿　

儿
４
５
５

０４２

３８３

０
）
へ
。

 
と　

き　

５
月　

日
（
土
）
午
前

１４

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
京
農
工
大
学
科
学
博

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

第
１
回
子
ど
も
科
学
教
室

「
ま
わ
る
」
は
す
ご
い

自
転
車
は
ど
う
し
て

倒
れ
な
い
の
？

物
館

講　

師　

梅
田
倫
弘
さ
ん
（
同
館

館
長
）

対　

象　

小
学
校
１
～
６
年
生

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

５
月
６
日
午
前　

時
か

１０

ら
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
氏
名
・
電
話
番
号
・
学

校
名
・
学
年
・
性
別
を
同
館
（
☎

　

儿　

儿
７
１
６
３ 
　

儿　

儿

０４２

３８８

０４２

３８８

７
５
９
８
死kah

aku
@
cc.tu

at

.ac.jp

）
へ
。

※　

こ
の
事
業
は
、
東
京
農
工
大

学
と
の
連
携
事
業
で
す
。

FAX

 
本町薬局

（ ）本町1－19－2
☎042－383－3515

 
柴崎薬局

（ ）本町5－38－32－102
☎042－381－2655

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
サエラ薬局武蔵小金井店

（ ）本町5－15－8ラメゾンブランシュ1階－A
☎042－316－1840

 
根本薬局

（ ）東町4－20－1
☎042－384－2146

 
さくら薬局小金井本町店

（ ）本町1－5－6
☎042－386－2681

 
薬局日本メディカル

（ ）本町1－18－3
☎042－316－5407

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ミネ調剤薬局東小金井店

（ ）東町4－37－27
☎042－401－1852

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
ココカラファイン薬局小金井店

（ ）本町1－8－14
☎042－386－2580

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－53うさぎビル1F
☎042－388－5400

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル

施
設
見
学

施
設
見
学
会会を

開

　
　
　
　

を
開
催催


